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ごあいさつ 
 

 SDGs の開発目標３「すべての人に健康と福祉を」を実現し、WHO が提唱する Universal 

Health Coverage「全ての人が適切な予防、治療、リハビリ等の保健医療サービスを、支払い

可能な費用で受けられる状態」の推進のために、地域ケアを創生する人材を育成することを

目的とした、グローバル地域ケア IPE プラス（Global & Regional Interprofessional Education 

Plus Program GRIP） のプロジェクトは、今年度２年目となりました。 

 2022 年度は、多くの方々のご協力により、GRIP 初年度事業はほぼ目標を達成したと考え

ております。  

 2023 年度は、前期に、プログラムの改善のために定期的な内部外部評価を受けました。

そして、この評価結果をもとにプログラムのブラッシュアップを行いました。また大学院博

士前期課程国際実践学に GRIP プログラムを開講しました。これにより、サービスラーニン

グとしての構造が整いました。 

結果として、予定通りインドのシンビオシス国際大学から 10 名、イギリスのレスター大学

から 5 名、合計 15 名の多様な学部、大学院の学生を受け入れ、日本のソーシャルキャピタ

ル、ホームレス支援、災害準備教育についての社会課題解決学習を行いました。またシンビ

オシス国際大学に 10 名、イギリスのレスター大学に 5 名の派遣を行い、事故なく安全に、

学習到達目標を達成し、派遣プログラムも修了しております。そして GRIP スタッフ一同大

きな手ごたえを感じております。国と文化制度が違っても、健康関連の社会課題の本質は共

通しており、学生はフィールドワークと前後の学習を通して大きな学びを得ています。 

 また 2022 年度の GRIP プログラムの学習成果をカタールのドーハで行われた、ATBHⅪで

発表しました。また 2024 年度にスタートさせるオーストラリアモナシュ大学との調整を行

っています。 

2024 年度は、フェイズ１の完成年度となり、いよいよインド、イギリス、オーストラリア、

日本の 4 各国における GRIP が展開されます。フェイズ 2 に向け、さらに継続可能性を高め

るように、効率的な事業運営を工夫すること、学習効果の評価を確実に行っていくこと、こ

れらを統合して、教材ケーススタデイの開発と蓄積を行っていくことが 2023 年度に引き続

き課題となります。  

 本事業の実施に際しまして、さまざまなフィールドでご協力いただいた皆様、派遣・受け

入れに多大なご協力を頂いた教職員の皆様に深く感謝申し上げます。 

 これからも GRIP の発展のためにご指導ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

千葉大学看護学研究科 教授 

GRIP プログラム責任者 

酒井 郁子 
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1. 事業概要 
 

1-1. 「大学の世界展開力強化事業」について 

1-1-1.「大学の世界展開力強化事業」全体の概要 

 「大学の世界展開力強化事業」INTER-UNIVERSITY EXCHANGE PROJECT とは、日本の文

部科学省が 2011（平成 23）年度から実施している事業である。その趣旨は「世界的に学生

の交流規模が拡大する中において、我が国にとって重要な国・地域の大学と質保証を伴った

連携・学生交流を戦略的に進め、国際的通用性を備えた質の高い教育を実現するとともに、

我が国の大学教育のグローバル展開力を強化する」ものである。 

この趣旨の下、日本全国の大学からの事業の公募・審査・評価を担当する日本学術振興会

では同事業については、「国際的に活躍できるグローバル人材の育成と大学教育のグローバ

ル展開力の強化を目指し、高等教育の質の保証を図りながら、日本人学生の海外留学と外国

人学生の戦略的受入を行う事業対象国・地域の大学との国際教育連携の取組を支援するこ

と を 目 的 」 と さ れ て い る 。（ 日 本 学 術 振 興 会 ， 大 学 の 世 界 展 開 力 強 化 事 業 ．

https://www.jsps.go.jp/j-tenkairyoku/index.html）。 

 
図 1  概要 大学の世界展開力強化事業 令和 4年度 

  

事業概要は、「地域毎の高等教育制度の相違を超え、単位の相互認定や成績管理、学位授

与等を行う教育交流プログラムの開発・実施を行う大学を支援。これら質の保証を伴ったプ

ログラムにより、日本人学生の海外派遣と外国人学生の受入を促進。（事業期間：最大 5 年

間）」である（文部科学省：大学の世界展開力強化事業、令和 5 年度）。 

 https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/sekaitenkai/ 
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1-1-2. 大学の世界展開力強化事業～インド太平洋地域等との大学間交流形成支援～ 

図 1 に示した通り、日本政府が日本国にとって重要と見なす国・地域を戦略的に選定し、

学生の交流を促進するものである。2022 年度からの 5 年間については、インド太平洋地域

等（英・印・豪）を対象地域として、想定の新規採択件数 11 件、予算 3．3 億円として公募

がされた（R4 大学の世界展開力概要 https://www.mext.go.jp/content/20220131-mxt_koutou03-

000020212_1.pdf）。公募時の概要は図 2 に示す通りである。 

 

 図 2 大学の世界展開力強化事業〜インド太平洋地域等との大学間交流形成支援〜 

  

申請数は総計 30 件であり、うち 14 件（新規は 11 件）が選定された。そのうち、交流先

を、英国・インド・オーストラリアの 3 国とする申請数は 6 件であり、本事業「グローバル

地域ケア IPE プラス創成人材の育成（GRIP Program）を含む 4 件が選定された。この選定・

採択を受けて、GRIP は 2022 年 10 月より、事業開始に至った。2022 年度はインドとトラ

イアルプログラムを実施し、2023 年度はインドにイギリスを加えた 2 か国との協働が開始

された。2024 年度にオーストラリアを派遣・受入国として加え、計画上予定されていた 3

か国との交流が本格的に始まる予定である。 

  

1-2. GRIP について（申請内容から５年分の予定） 

1-2-1. 交流プログラムの目的・概要等 

 交流プログラムの目的及び概要等 

グローバル地域ケア IPE プラス（Global & Regional Interprofessional Education Plus 

Program GRIP） の目的は、SDGs の開発目標３「すべての人に健康と福祉を」を実現し、
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WHO が提唱する Universal Health Coverage「全ての人が適切な予防、治療、リハビリ等

の保健医療サービスを、支払い可能な費用で受けられる状態」の推進のために、地域ケ

アを創生する人材を育成することである。その人材とは、世界中どこにおいても文化的

謙虚さに基づいた異文化対応能力を基盤として、多様な専門職とともにケアに関わる社

会課題に取り組み、現場での最適解を導き出すべきものであり、生命科学に限らず、広

く多様な専門の人材、エンジニアから行政官まで文理を問わず対象となる。このような

プログラムは世界のどこにもなく、世界初のプログラムとして実施するものである。千

葉大学では 2007 年から日本では初めて医療系学部を横断した「専門職連携教育プログ

ラム－亥鼻 IPE」を 15 年間、必修科目として推進している。この専門職連携教育を、全

学に発展させ、日本以外の国や地域の課題に対応できる専門職業人材を育成する。本事

業では、「地域特有の健康課題」に対して、専門領域の異なる学生がインター・プロフェ

ッショナルかつインター・ナショナルに協働して取り組み解決方策を提案する地域対応

型の人材を、専門を跨いだサービス・ラーニングにより育成するものである。 

 本事業の特徴は、以下の３つである。 

(1) 医療系学部にとどまらず地域ケア創生に関わる全学部および全大学院が参加し、国

際的な「地域ケア創生ネットワーク」を構築する 

(2) IPE を基盤としたソーシャルラーニングにおける専門領域の異なる学生による相互

の知識提供で、地域ケアのサービスを構築し実施 

(3) 千葉大学が COIL（Collaborative Online International Learning ）-JUSU（Japan U.S. 

Unique）とグローバル IPE（現地交流型）を組み合わせ、継続的アクティブラーニン

グで、学習の相乗効果を得る 

 本事業で開発する能力は、専門職連携実践能力―Interprofessional Competency と、社

会課題解決能力―Social Issue Solution であり、この二つは文化的対応能力及び文化的謙

虚さーCultural Competency and Cultural Humility に立脚した具体的な実践能力である。こ

の能力を学部、修士、博士と段階的に獲得できるようにプログラムを構築し、新たな専

門職教育モデルとしての普及を以下の２段階で実施する。第一に、オンデマンド教材の

開発と JV-Campus での開講、教材評価、教育ロジスティクス評価を実施する。千葉大学

とシンバイオシス大学（インド）において現地フィールドスタディを実施し、バーチャ

ルワークショップの開催、社会課題に関する学生のケーススタディをオンデマンド教材

に追加する。これらにより、インタープロフェッショナル・サービスラーニング（ISL）

の初期モデルを構築し、さらに上位の修士・博士のプログラムを開発する。第二段階で

は、モデルの横展開普及として、国内の大学や連携校以外の大学（札幌医科大学、台北

医学大学など）に展開し実施する。社会課題への対応について、事後評価を実施、さら

にアウトカム評価を蓄積することで、専門職連携教育の効果評価に貢献する。 

 養成する人材像 

 社会課題の解決はまさに多様な職種間の連携協働および国際的な比較と考察、資源を
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創造する柔軟な発想が必要とされる。本事業で養成する人材像は、Universal Health 

Coverage 推進のために地域ケアを創生できる専門職である。 

 具体的には、こどもたちの健康状態の改善のためのアクションを取ることができる、

その国に必要な医療機器、介護機器を開発できる、健康的な環境を考慮した地域開発が

できる、健康資源へのアクセシビリティを改善する、健康習慣の獲得のための教育がで

きる、高齢者のポリファーマシーの改善に取り組むことができるなど、どの国、どの地

域であっても、自国でも他の国でも健康関連の課題に他の専門職とともに取り組み、文

化的対応能力及び文化的謙虚さを基盤として、現場での最適解を導き出すことができる

自律した組織人を養成する。そのため、本事業は千葉大学全体を対象として多様な専門

の人材をこのような、グローバル地域ケア IPE プラス（GRIP）型人材として育成する。 

 本事業で計画している交流学生数 

表 1 事業期間 5年間の交流学生数 （人） 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 

派

遣 

受

入 

派

遣 

受

入 

派

遣 

受

入 

派

遣 

受

入 

派

遣 

受

入 

10 10 15 15 20 20 30 30 40 40 

  

 事業の概念図 

 
図 3 本事業全体の概念図 
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1-2-2. 交流プログラムの内容 【計画内容】 

 世界初のプログラムを６つの観点で実現 

 本事業 GRIP（Global & Regional Interprofessional Education Plus）は、学部学生、修士

学生（医学部薬学部は 5 年生および 6 年生）、博士学生を対象として、大学全体に看護学

の理念を展開し、SDGs の開発目標３「すべての人に健康と福祉を」を実施できる人材を

あらゆる専門領域で育成するものである。そのために、本事業では、以下の６つの具体

的内容を実施していく。 

(1) IPE とソーシャルラーニングをグローバル＆ローカルに推進する世界初のプログラム 

 IPE は、専門家や知識の利用者と向き合うことで、現在の実践やパラダイムに疑問

を投げかけることができる学習である。この IPE に、同じ国の異なる専門職の間だけ

でなく、異なる伝統、教育システム、言語を持つ国同士のコミュニケーションを促進

し、インターカルチュラルなプログラムを構築する。このような新しい IPE の取り組

みは、世界の看護ケア・アプローチの多様性に対処することができ、実践やコンピテ

ンシーが均等性ではない、というユニークさがある。このような国際的 IPE コースは

世界に存在していない。本事業は、世界をリードするプログラムとして構築する。 

(2) 副専攻「グローバル地域ケア IPE プラス（GRIP）」の設置 

 本事業では、大学院グローバルプログラムである大学院国際実践教育に、新たに副

専攻プログラム GRIP を全学履修可能として設置する。本副専攻は、修士課程および

博士課程を対象とし、亥鼻 IPE 科目履修済みの学部学生（看護学部生４年生、医学部、

薬学部５年生、工学部・医工学４年生、および連携大学）も受講可能とし、プログラ

ムの３ポリシーを明確にし、受講させることで、人材を育成する。連携大学が承認す

れば、海外の連携大学の学生も、千葉大学の副専攻の学位を取得できる。将来的には、

海外連携大学での設置も促進してもらい、世界共通のマイナープログラムの設置を目

指す。 

(3) 健康関連社会課題の世界共通化と地域特性対応の双方型解決の実践 

 GRIP の専門職間社会課題解決演習（Interprofessional Social Learning ISL ２単位)

は、事前学習、現地演習、バーチャル・ワークショップで構成する。 

(i)事前学習は基本的にオンラインでチームビルディングとケース・シナリオを用いた

シミュレーションにより社会課題を解決する。 

(ii)現地演習では、多様な文化的・学際的背景をもつ学生が協働して、現地の問題解決

に専門職連携を基盤にして取り組む。 

(iii)バーチャル・ワークショップでは、社会課題解決に向け取り組んだチームにより、

学習成果の具現化とその地域への実装、自他国への移転可能性の検証などをまとめる。

最終課題は社会課題解決の成果は、ケース・スタディ・シナリオとして蓄積し、次年

度以降の教材として利用する。 

(4) 医療系学生が履修可能なインテンシブ・イシュー・プログラムで実施 
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 本プログラムは、全学で実施するものであるが、看護系（医療系）が履修していな

ければ、グループワークの効果が薄れることは間違いない。看護系（医療系）のカリ

キュラムは、過密で⾧期間の留学などが難しいことから、これらの専攻の学生が GRIP

の履修をしやすい、インテンシブ・イシュー・プログラムで実施する。これは、すで

に国際教養学部が知識集約型教育で実施しているモデルを活用し実現する。 

(5) カリキュラム・マップによる学習到達目標の明確化と質保証 

 プログラムの３ポリシーを明確にするとともに、設置する授業科目のカリキュラ

ム・マップを学部・大学院ともに設置、その中で留学における学習到達目標も明確に

し、学生の興味と準備状態に応じて、段階的に学習到達目標をクリアできるようにす

る。海外の大学にも同様にこのプログラムとポリシーを提供し、共同で実施する。 

(6) ハイフレックスによる授業運営 

 GRIP 科目のうち、専門職間社会課題解決演習（ISL）以外の６科目は、オンライン

での学修を可能とし、世界のどこからでも受講可能な環境を作る。千葉大学では、ス

マート・ラーニングでハイフレックス型の授業を展開している。医・看護・薬・工の

４学部、300 名以上の専門職連携教育をオンライン同時双方向で、かつグループワー

ク（６人程度）で学習目標の達成までファシリテーションできる環境が整っているた

め、それを活用する。 

 ２フェーズでカリキュラムのレビューを実施しプログラムの質を保証 

さらに本事業では、以上の実施計画を２つのフェーズで実現させる。 

【PHASE １】―GRIP モデルの構築 （2022－2023 年 中間評価まで） 

 初年度（2022 年度）は、IPE オンデマンド教材開発を行い、JV-Campus に搭載する。

現在すでにその一部となる高齢者ケアについては、すでに JV-Campus で公開してい

る。このメディアを、千葉大学及びシンバイオシス大学の学生に受講してもらい、教

材評価を実施する。一方で、オンライン・チーム・ビルディング・プログラムを開発

し、フィージビリティ評価を実施する。またフィールド・スタディの予備調査を行い、

課題を選定する。 

 これらを演習課題アーカイブとし、課題に取り組むためのテンプレートを作成する。

さらに、2023 年度には、インドと日本で現地演習プログラム開発し、フィールド・ス

タディをスタートさせる。さらにバーチャル・ワークショップを開催する。また、そ

の成果としてフィールド・スタディをケース・スタディ・アーカイブとし、事前学習

コンテンツとして利用する。 

【PHASE ２】―GRIP モデルの世界普及 （2024－2026 年 中間評価以降） 

 JV-Campus を活用し、国内・海外の大学をリクルートする。一方で、これまで連携

のある、札幌医科大学、群馬大学、ハノイ大学、台北医学大学、ライプチヒ大学、シ

ンシナティ大学などの参加を促進する。これにより、ローカル・フィールドの拡張を

行う。また毎年バーチャル・ワークショップを開催し、ケース教材のアーカイブを継
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続する。健康課題の取り組みプロジェクトのフォローアップ・スタディをスタートさ

せ、現地でのインパクト及びアウトカム評価の指標を明確にする。最終年度には、プ

ロジェクト全体の最終評価を行い、共有する。      

 本事業のプログラムに関する質保証 

(1) GRIP プログラムに関する反転授業教材の蓄積と活用 

 本事業の実施により、JV-Campus 上に千葉大学提供の IPE コンテンツ、およびサー

ビスラーニング教材を公開する。これを活用する大学教員および学生からの授業評価

をもとに持続的に改善していく。 

(2) GRIP プログラムの質保証 ４能力の評価 

 サービスラーニングを用いたグローバル IPE に関しては、その堅牢な学習者評価の

ツールおよび方法が確立していない。本事業を通して、「１．専門職連携実践能力」

「２．文化的対応能力」「３．文化的謙虚さ」「４．健康課題解決能力」における自己

評価と他者評価の項目を開発することで、学修者評価を適切に実施させる。 

(3) 副専攻学位、サーティフィケートの付与 

 GRIP を大学院副専攻として設置し、大学が運営する履修管理および成績管理に基

づいて受講させる。博士課程では、グローバルな演習の一つのプログラムとして位置

付け、留学の一部とする。このように、正規科目及び副専攻と位置付けることにより

受講管理・成績管理を厳格に実施する。 

 本事業で学生に習得させる人材能力 

 本事業では、学生には大きく２つの能力を修得させる、そして、それぞれに６つの目

標があり、合計 12 の修得すべき能力の習得を目標とする。 

修得させる２つの能力とは、「A.専門職連携実践能力」および「B.社会課題解決能力」で

ある。「A.専門職連携実践能力」は、「B.社会課題解決能力」の前提にある。 

「A.専門職連携実践能力」は、IPE では生命科学に関する知識とその利用法に関するもの

である。これを全ての専門領域に拡張して目標とする。従って、これまでの IPE の目標

をもとに、以下のような能力を設定する。 

 もう一方の「B.社会課題解決能力」は、ソーシャル・ラーニングとしての能力であり、

幅広い知識が必要となると共に、それを地域に還元できるような能力が必要となる。ま

た社会課題を発見し、よく理解し、かつ持続的に継続できる解決方法も重要となる。即

効性はあるが持続できないものはいずれ社会から排除されるため、SDGs の理念に沿っ

た持続的な解決方法が本事業の能力でも求められる。 

 一方で、この２つに共通する具体的能力には、文化的対応能力および文化的謙虚さが

含まれる。つまり、２つの知識、専門的な深い知識と、社会的な幅の広い知識が必要と

なり、それらを裏付けするための「文化的対応能力および文化的謙虚さ」が重要となる。 

 これを学部と大学院に効果的に修得させるため、以下の学習到達を目標とする。 

 「A.専門職連携実践能力」における能力は、WHO が示す専門職連携教育をもとに、以
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下の６つを GRIP1-6 として策定している。 

 

（GRIP1）専門混在のチームワークでの課題解決 

（GRIP2）各専門ごとの役割と責任の明確化 

（GRIP3）コミュニケーションとリーダーシップ 

（GRIP4）チーム学習とその成果の反映 

（GRIP5）ニーズを伴うユーザーとの関係円滑化 

（GRIP6）倫理を伴う実践教育  

 

 次に、「B.社会課題解決能力」における能力は、SDGs の理念を参考にし、以下の６つ

を GRIP7-12 として作成した。 

  

（GRIP7）地域のアセスメント評価 

（GRIP8）地域課題の抽出 

（GRIP9）実践型課題の解決目標設定 

（GRIP10）社会政策菜等の方策立案 

（GRIP11）効果測定の評価計画立案 

（GRIP12）地域における合意形成 

  

 上記の能力を獲得することを学習到達目標としている。 

 以上のように、本プログラムでは、プログラムの実施により。グローバル＋ローカル

な「グローバル地域ケア IPE プラス創生人材の育成」を実現する。   

          

1-2-3. 学生主体の国際交流プログラム 【計画内容】 

 本事業は、基本的に全てが共同学習となっている。特に、専門職間社会課題解決演習

（Interprofessional Social Learning ISL ２単位)は、千葉大学―海外大学―課題提供大学お

よび国内大学と幾つもの大学が連携し、共同学習を実施する。このような中で、以下の２つ

を積極的に実施し、現地に行かなくても共同学習が可能なプログラムとして構築する。 

(1) オンラインチームビルディングワークショップ 

 健康課題の解決に向けて現地演習を行うが、事前準備として、参加大学の異なる専

攻の学生が興味のある演習課題に取り組む。演習課題は、医療施設と地域、都市部と

へき地、ジェンダー、母子と高齢者など対極にある概念を含む課題として学生の興味

に応じて選択する。国や専門領域を超えて取り組むチームを学生が主体となって構築

していく活動を、教員がサポートしながら行うことができるように、アイスブレーク

手法、チームの発展段階に応じたファシリテーションなどを共有しつつ学生チームの

構築を促進し演習課題に取り組む目的目標を明確にし、具体的な行動目標を立案する
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までをオンラインで行う。この学部学生のチームビルディングに修士および博士が入

ることにより、お互いとともにお互いからお互いについて学ぶ IPE のコアコンピテン

シーを獲得することを期待する。 

(2) メタバースを活用したバーチャルワークショップ 

 現地演習に取り組んだ後は、ワークショップでの共有に向け、メタバースでのプレ

ゼンテーション準備の話し合い、プレゼンテーションの実施、各大学教員からのフィ

ードバックののち、学びの共有を行う。最先端の SNS を学習に利用するとともに、ミ

ラー社会での成功を現実世界に反映させる。 

 またこの際には、このプロジェクトの興味のある学生にもワークショップ参加を促

し、次のプロジェクトのイメージをつかんでもらうとともに、フィールドへの理解を

深める機会となることを期待する。将来的には GRIP に関する学生と教員の実践報告

の場として機能し、社会課題解決に関する実践知の集積プラットフォームとなること

を期待する。 

  

1-2-4. オンライン（「JV- Campus」等）を活用したプログラム 【計画内容】 

GRIP では、全体の実施計画と同様に、中間評価までと中間評価後の２つのフェーズでオ

ンラインプログラムを構築し、JV-Campus で公開し、事前学習で利用する。本事業では、JV-

Campus をプログラムの一部として利用するものである。 

(1) PHASE1（2022－2023） 

 事前課題コンテンツを JV-Campus に公開し、連携する大学の教員および学生から

評価を受け洗練する。事前課題コンテンツは、以下の内容とする。①専門職連携学習

および演習②文化的対応能力学習および社会課題解決学習、①②のコンテンツを海外

連携大学とともに洗練しパッケージ化する。JV-Campus 搭載コンテンツをパッケージ

化する際に、連携校であるシンバイオシス大学、レスター大学、モナシュ大学からも

コンテンツを提供してもらい、ワークシートおよび反転授業資料を拡充する。 

(2) PHASE2（2024－2026） 

 上記①②のパッケージを活用し現地演習の準備性を高める。また現地演習で得られ

た社会課題解決 Case を難易度別にリスト化し、事前課題コンテンツに加える。これ

により学生のレディネスに応じた演習準備を可能とする。PHASE2 での事前学習、現

地演習、バーチャルワークショップのサイクルに連携大学以外の大学の学生が参加で

きるように JV-Campus で効果的に周知する。また大学院生のリクルートに使用でき

るような GRIP 動画コンテンツを、海外連携大学とともに作成する。 

 予定しているコンテンツの内容は以下の通りである。 

①専門職連携学習コンテンツ 

 アイスブレーク、チームワークとチームビルディング、専門職の役割・責任の理解

の方法、コミュニケーションとリーダーシップ、リフレクションとフィードバック、
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倫理的実践、カンファレンス（会議）での意思決定、対立の解決と交渉、など 

②文化的対応能力学習と社会課題解決学習コンテンツ 

 現地演習地域の文化、風習、医療福祉制度、地区診断、ヘルスプロモーションと社

会的決定要因、プロジェクトマネジメント、文化的謙虚さ、など 

③社会課題とその解決方法のケース 

 ７つのプログラム(1)専門職連携基礎、(2)専門職連携実践１、(3)専門職連携実践２、

(4)Cultural Competency and Cultural Humanity、(5)社会課題解決基礎、(6)社会課題解

決応用、(7)専門職間社会課題解決演習（Interprofessional Social Learning ISL）を実

施し、オンライン化する。 

  

1-2-5. 質の保証を伴った魅力的な大学間交流の枠組み形成 【計画内容】 

本事業では、学部、修士、博士の学生を対象とし、既存の留学科目を活用した履修管理及

び単位認定を行うとともに、大学院に「Global & Regional Interprofessional Education Plus」

を置き、副専攻の学位を付与する。また既存科目を活用し単位を付与することで、学部から

博士までどのレベルの学生でも GRIP に参加しやすくするとともに、その準備状態に応じた

学修を保証する。 

 質保証における４つの枠組み 

 本事業の質保証で重要な(1)GRIP 参加学生の選抜、(2)レベル別の学習到達度目標の設

定、(3)GRIP の履修および単位認定、(4)GRIP の質保証の拡張、の４つについて以下のよ

うに推進する。 

(1) GRIP 参加学生の選抜 

 全学に向けて、GRIP の説明会を行い、参加学生の募集を行う。また同時に説明動画

を作成し、連携大学と共有する。受講学生の選考基準、共通選考要件を作成しそれぞ

れの大学で選考を実施する。またプログラムの稼働に伴い、選考要件の評価会議を設

定し、選考方法および要件の改善を実施する。 

(2) レベル別の学習到達度目標の設定 

 本事業は、全学では大学院を対象に、IPE 受講済み学生は学部の３年生以上を対象

にする。したがって、受講学生は学部、修士、博士とレベルが異なっている。これら

の学生が単一の成果を上げるのではなく、それぞれの授業においても、各自のレベル

において課題に対してどのような提言を成果とするかを図１のように設定し、レベル

別の学習到達度目標で学習の質を担保する。後述する 12 の学習到達目標とともにレ

ベル別の学習到達度目標で学修成果を管理する。 
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図 4 レベル別の学習到達目標   

(3) GRIP の履修および単位認定 

副専攻 GRIP の科目および概要を表 2 に示す。 

 

表 2 副専攻 グローバル地域ケアIPEプラス（Global & Regional Interprofessional 

Education Plus: GRIP）科目 

 
 この７つの科目の中で、一番重要なのが、専門職間社会課題解決演習（ISL）である。

この演習は、連携する大学、対象とする地域によってそのテーマが異なっていく。 
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○専門職間社会課題解決演習（ISL）テーマ案 

 学部、博士前期課程、後期課程の学生が、ともに学びお互いから学び合えるように、

連携大学が保有するフィールドを共有し、学生が選択したテーマにふさわしいフィー

ルドを選択できるよう支援することを目標とする。教員は学生のレディネスに合わせ

た学習支援を行う。そのために、社会課題解決能力のラダーを開発し、これをもとに

学修者評価のための共通ルーブリックを作成し、参加大学が共通の評価基準をもって

学修者評価ができるようにする。社会課題解決演習（現地演習）のテーマの例を表 3

に示す。それとともに、どのように全学の学生の専門領域を巻き込みながら課題を解

決するかについて、想定される専門領域について括弧内に示す。 

 

表 3 専門職間社会課題解決演習（ISL）テーマ 

   

 ◇テーマ No1 「災害被災者の健康」  

受講予定学生 ＜看護・医・工・園芸・公共政策・総合国際＞ 

 本テーマでは、災害における被災者の健康に関する課題を取り上げ、その具体的解

決方法を提案する。住民参画型のインクルーシブな活動により、誰一人取り残さない

社会を実現する。そのために、どのような避難所の環境が必要なのか（建築・都市環

境）、必要な社会テクノロジーは何か（ロボット）、さらには、被災地の緑化再生によ

るグリーン・ヒーリングの応用（園芸・緑化）、復興に向けた新たな街を作るサービス

やデザインなど（ランドスケープ・デザイン）、多岐にわたる戦略を構築し実現する。

日本やマレーシアの地震や津波、タイやインドの水害などが対象となる。 

 ◇テーマ No2 「医療資源へのアクセシビリティ」  

受講予定学生 ＜看護・医・薬・理・工・公共政策・総合国際＞  

 本テーマでは、医療資源の偏在から発生する課題を取り上げ、その解決法について
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提案するものである。遠隔医療（医・IoT・情報・AI）とそのテクノロジー（工・公共

政策）を実装することによる問題を政策提言し、代替医療を実現する。さらに、さま

ざまな場面におけるケアを実現し、医療により QOL（看護・薬・機会・サービス）を

向上させることが可能な政策提言とその実行を実践する。 

 ◇テーマ No3 「認知症者とともに作る介護」  

受講予定学生 ＜看護・医・薬・理・工・文・法政経・人文・公共政策・総合国際＞   

 認知症者とどのように生活をともにし、尊厳あるケアを提供できるかを社会が考え、

社会で提供する（文・法政経・人文・公共政策）。認知症者だけではなく、ケアラーを

支援するテクノロジーの開発も重要な課題として取り上げる（看護・医・理・工）。日

本などはヤング・ケアラーの課題などがこれに当たるが、国や地域によって、ケアラ

ーも異なる。このような課題を多様な専門により解決する（看護・医・薬・理・工・

文・法政経・人文・公共政策）。 

 ◇テーマ No4 「パンデミックと文化」  

受講予定学生 ＜看護・医・薬・理・工・公共政策・地方行政・メディア＞  

 今回の新型コロナウィルスのようなパンデミック下において、精神的な健康課題を

文化的な背景をもとに健康課題を解決する（看護・地方行政・メディア・総合国際）。

孤立、隔離などメンタルストレスに直結するような環境を最先端技術により解決し、

新しい形でのコミュニティの形成により、解決する（看護・工・公共政策・地方行政・

メディア・総合国際）。このような、パンデミック下における情報の提示から、コミュ

ニティの形成まで、ソフトな提案を実現する。世界共通でありながらその対応が全く

異なることも学習する。 

 ◇テーマ No5 「ホームレスネスと社会」  

受講予定学生 ＜看護・医・薬・理・工・文・法政経・人文・公共政策・総合国際＞  

 文化的な背景からくるホームレス化が引き起こす健康課題について取り組む。イギ

リスの労働型ホームレス、インドの路上生活者など多様である。ホームレスに至った

経緯と、犯罪者には犯罪防止を、生活困窮者にはシェルターなど、それぞれの国や地

域の特性に合わせたホームレス生活者の健康課題を解決していく（看護・医文・法政

経・人文・公共政策・総合国際）。特に、政策提言が重要であり、それを実現する医療

看護ネットワークをどのように推進するかを提案する（人文・公共政策・総合国際）。 

本事業は、事前学習、現地演習、バーチャルワークショップを組み合わせて実施する

ことが骨格である。ワークショップをメタバースプラットフォームにて継続的に複数

回実施することにより社会課題解決のシナリオ case が蓄積していく。これを GRIP の

社会課題解決演習で活用することにより、現地演習の学習の質の向上を図り、現地演

習での学習の質の向上はバーチャルワークショップでのシナリオ・ケース・スタディ

の精度の向上につながるという好循環を期待する。 
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(4) GRIP の将来展望 

 本プログラムの特徴は、地域ケア創生に関わる学部、大学院の国際的ネットワーク

構築、複数の国の複数の専門領域の学生が、お互いからお互いについてお互いに学び

あうことにより地域ケア創生を目指した社会課題解決方策の共有、COIL（2023 年度

より BMX: Blended Mobility Project）と現地演習をハイフレックスに混在させた継続

的な学習の実現である。従来大学生が現地ボランティアとして活動しさまざまな体験

から経験的に獲得してきた社会課題解決のための実践能力の向上を可視化し、正規の

学習プログラムとして履修管理と単位認定する。また、社会課題の解決に不可欠な専

門職連携実践能力の獲得を大学院生レベルで正規科目とする試みでもある。 

 地域ケアを創生し、持続可能な開発目標３ Universal Health Coverage を実現する

ことのできる専門職が GRIP により育成されることにより、WHO などの国際機関で

の活躍、ヘルスプロモーション関連の NGO での活躍を期待できる人材育成プログラ

ムになり得る。またこれらの人材の国際ネットワークの強化に貢献することができる。 

 魅力的な大学間交流 

 本事業では、インドのシンバイオシス大学、英国のレスター大学、オーストラリアの

モ ナ シ ュ 大 学 と 連 携 し 、 グ ロ ー バ ル 地 域 ケ ア IPE プ ラ ス （ Global & Regional 

Interprofessional Education Plus Program GRIP）を実現させる。上記の質の保証のために、

３つの大学とはカリキュラムの調整を行なっているが、それぞれの大学で以下のような

強みを有していることにより、特徴あるプログラムの内容を適切な場所で実施し、さら

なる大学間の交流を実現させる。 

(1) シンバイオシス大学（インド）の特徴 

 2000 年代以降に著しい経済発展を遂げたインドにおいて、先進的な看護教育を実

施している。一方で、インドは、さまざまな地域課題を有しており、連携大学の学習

フィールドとして、貧困、持続、人口の課題に取り組むことができる大学となる。こ

れまでの連携を強化してプログラムを着実に実施する。 

(2) レスター大学（英国）の特徴 

 看護発祥であり、看護先進国にある英国において、地域看護に強い大学である。卓

越した知識を有し十分な実践教育が可能な大学である。また、千葉大学の医学部との

連携が強くグローバル IPE+から発展した、先進看護工学などを実践できる。これま

での医療連携を強化してプログラムを着実に実施する。 

(3) モナシュ大学（オーストラリア）の特徴 

 広大な国土のもと、遠隔医療の最先端国でもあり、その一翼を担う大学である。他

の３つの国とは全く異なる国土の成り立ちにより、ネットワークでの看護が発達して

いる。これらの技術を知識として習得するプログラムや次世代遠隔看護を積極的に検

討する大学である。千葉大学とはすでに 30 年近い歴史がありプログラムを着実に実

施できる。 
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 以上のように、学習の質保証とそれを利用した多様な大学間交流を加速させる。 

  

1-2-6. 達成目標 

 将来の関係を見据えた連携強化に資する目標について 

(1) 事業計画全体の達成目標（事業開始～2026 年度まで） 

 本事業の特徴は、 1. 地域ケア創生に関わる学部大学院の国際的ネットワーク構築、

2. GRIP プログラムで相互の国で学び合い自国の地域ケア方策を共有、 3. COIL（2023 

年度よりBMX）と現地交流をハイフレックスに混在させ継続的な学修の実現であり、

この特徴をもとに、以下の評価視点を設定した。 

1. 地域ケア創生に関わる学部大学院の国際的ネットワーク構築 

・定量的目標：2022 年度派遣・受入学生を 10 名で開始し、最終年度 2026 年度には

派遣・受入を 40 名に拡大する。地域ケア創生に関わる人材育成のため大学間連携お

よび部局間連携を３件程度新たに締結する。 

・定性的目標：副専攻 GRIP が完成し、６つのオンライン科目および専門職間社会課

題解決演習が運用され、カリキュラムおよび授業改善のための評価が終了し、改善が

定期的に行われている。そのためのプログラム委員会およびプログラム評価委員会が

定期的に開催されている。GRIP 科目が JV-Campus に搭載され、視聴活用されている。 

2. GRIP プログラムで相互の国で学び合い自国の地域ケア方策を共有 

・定量的目標：事業展開期間において、毎年定期的にメタバースでの自国の地域ケア

に関する課題・解決目標・方策を共有する成果発表会が開催され、case シナリオが最

終年度において少なくとも 10 例蓄積している。 

・定性的目標：GRIP 履修により参加学生の専門職連携実践能力、文化的対応能力と

文化的謙虚さ、社会課題解決能力が向上している。また各フィールドにおける社会課

題の解決方策オプションが増えており、かつ他国への解決方策の移転可能性が明らか

になっている。 

3. COIL（2023 年度より BMX）と現地交流をハイフレックスに混在させ、社会課題解

決に関する継続的な学修を実現 

・定量的目標：メディア授業、リアルタイムオンライン、E ポートフォリオ、メタバ

ースミーティング、メタバースプレゼンテーション、ケーススタディシナリオシミュ

レーション教材が効果的に配置され、稼働し、８割以上の受講学生が学習到達目標を

達成している。 

・定性的目標：参加大学間で専門職間社会課題解決のための継続的な学習が行われて

いる。 

(2) 中間評価までの達成目標（事業開始～2023 年度まで） 

 事業計画全体における中間評価における達成目標を以下の３つの点において、定量

的目標及び定性的目標を設定する。 
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1. 地域ケア創生に関わる学部大学院の国際的ネットワーク構築 

・定量的目標：2022 年度派遣・受入学生を 10 名で開始し、2023 年度には派遣・受入

を各 15 名とする。地域ケア創生に関わる人材育成のため大学間連携および部局間連

携を１件程度新たに締結する。 

・定性的目標：副専攻 GRIP の６つのオンライン科目が 2023 年度に完成しており、

専門職間社会課題解決演習トライアルがインドにおいて 2023 年度に実施されている。

また日本におけるトライアルフィールドが１か所以上決定している。カリキュラムお

よび授業改善のための評価項目が明らかになっている。そのための GRIP に関するプ

ログラム委員会およびプログラム評価委員会が１回以上開催されている。GRIP 科目

のうち３分の１程度が JV-Campus に搭載され、視聴活用されている。 

2. GRIP プログラムで相互の国で学び合い自国の地域ケア方策を共有 

・定量的目標：2023 年度にメタバースでの自国の地域ケアに関する課題・解決目標・

方策を共有する成果発表会が開催され、case シナリオが 2023 年度に少なくとも２例

完成し、２例が完成に向けた準備を行っている。 

・定性的目標：GRIP 履修の学修者評価スケールおよび成績評価基準を参加大学で合

意 し て い る 。 専 門 職 連 携 実 践 能 力 に つ い て は 千 葉 大 学 が 開 発 し た Chiba 

Interprofessional Competency Scale の使用を予定する。文化的対応能力と文化的謙虚

さについては世界で数種類開発されている Cultural Competency Scale から選択、専門

職間社会課題解決能力については本事業で開発するため、その方法論が確定している。 

3. COIL（2023 年度より BMX）と現地交流をハイフレックスに混在させ、社会課題解

決に関する継続的な学修を実現 

・定量的目標：メディア授業、リアルタイムオンライン、E ポートフォリオ、メタバ

ースミーティング、メタバースプレゼンテーション、ケーススタディシナリオシミュ

レーション教材が効果的に配置され、稼働している。 

・定性的目標：2023 年度に継続的な学修実現に向けた初期課題が明確になっている。 

  養成しようとするグローバル人材像について 

(1) 事業計画全体の達成目標（事業開始～2026 年度まで） 

 本プログラムは、千葉大学で全学部・全大学院を対象として実施する。社会課題の

解決はまさに多様な職種間の連携協働および国際的な比較と考察、資源を創造する柔

軟な発想が必要とされるためである。 

  本プログラムで要請する人材像は、Universal Health Coverage 推進のために地域ケ

アを創生できる専門職である。具体的には、こどもたちの健康状態の改善のためのア

クションを取ることができる、その国に必要な医療機器、介護機器を開発できる、健

康的な環境を考慮した地域開発ができる、健康資源へのアクセシビリティを改善する、

健康習慣の獲得のための教育ができる、高齢者のポリファーマシーの改善に取り組む

ことができるなど、どの国、どの地域であっても、自国でも他の国でも健康関連の課
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題に他の専門職とともに取り組み、文化的対応能力及び文化的謙虚さを基盤として、

現場での最適解を導き出すことができる自律した組織人、が養成する人材像である。

Universal Health Coverage のスローガンである「すべての人に健康を」を実現させる

ため、あらゆる専門領域の人材にこの Universal Health Coverage を定着させ推進する

ための、世界規模の人材育成を行う。 

(2) 中間評価までの達成目標（事業開始～2023 年度まで） 

 採択後ただちに、副専攻 GRIP の設置準備に取り掛かり、2023 年度までに７つの

科目（合計８単位）を開講する。この７科目は全学共通の新規科目と看護学研究科

の開放科目（一部名称変更を行う）の２種類となっている。 

○全学共通の新規科目 

 専門職間社会課題解決演習（Interprofessional Social Learning ISL）、Cultural 

Competency and Cultural Humanity、社会課題解決基礎、社会課題解決応用 

○看護学研究科の科目の開放 

 専門職連携基礎、専門職連携実践１、専門職連携実践２ 

 このように構成し、学内にあまり多くの科目を設置せずスムースに展開する。 

また、専門職間社会課題解決演習についてはトライアルで行う。これらの科目の学

修者評価と科目評価のルーブリックの試行が終了している。また専門職連携実践能

力、文化的対応能力及び文化的謙虚さ、社会課題解決能力の客観的測定指標につい

て参加大学と合意形成が完了している。 

  学生に修得させる具体的能力のうち、一定の外国語力基準をクリアする日本人学生数

の推移について 

(1) 本事業計画において定める外国語力基準及び同基準をクリアする学生数に関する達

成目標 

表 4 外国語力基準及び同基準をクリアする学生数に関する達成目標 

   単位：人（延べ人数） 

  外国語力基準 達成目標 

    
 中間評価まで 

 (～2023 年度まで) 

 事後評価まで 

 (～2026 年度まで) 

  
【参考】本事業計画において派遣する日

本人学生合計数 
25 115 

 1 
学部向け GRIP 履修・Global Health  and 

Nursing Ⅱで単位認定（CEFR B1 以上） 
15 50 

 2 GRIP 副専攻履修学生（CEFR B2 以上） 8 20 

 3 
博士後期課程 Global 演習で単位認定 

 （CEFR B2 以上） 
2 5 
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(2) 外国語力基準を定めた考え方 

 千葉大学では、現在入学後に TOEFL によるプレイスメントテストを入学生全員に

実施している。この結果は、その後の学力別クラス編成に利用している。現在では

５段階で、CEFR の定める B1(TOEFL iBT 71 以下)、B2(72-79)、B2+(80-94)、

C1(95-)、C2 の５段階としている。千葉大学ではスーパーグローバル大学創成支援

事業において、グローバル人材としての外国語力基準を CEFR の B2+以上、TOEFL 

iBT 80（TOEIC730）点以上と定めている。その目標数は、令和５年度までには、学

部では 5,600 名 46.7%、大学院では 2,000 名 44.4%を目標としている。本事業では、

この SGU で目標としている能力を有していることを条件とするため、大学院生はこ

の CEFR の B2 以上、TOEFL iBT 80（TOEIC730）程度をプログラム参加の要件とす

る。学部生に関しては B1 とする。  

(3) 事業計画全体の目標達成に向けたプロセス(事業開始～2026 年度まで) 

 本事業では、英語によるディスカッションおよびプレゼンテーションで英語力を

必要とする。大学院生は CEFR の定める B2+以上のレベルの学生を対象とし、学部

生は B1 以上の学生を対象とする。千葉大学では、令和２年度入学の学生より、英語

カリキュラムを全面的に改訂して、卒業に必要な単位数を増加させ、専門科目を英

語により学習する「アカデミック・プレゼンテーション」を主に実施している。さ

らに、令和元年度以前に入学した学生には、外国語の授業（必修）以外に、イング

リッシュ・コミュニケーション（ブリティッシュ・カウンシルとの連携による会話

やディスカッション主体の授業）、イングリッシュ・ハウス（常勤教員によるプレゼ

ンテーションやディスカッションのスキルアップ・トレーニング）の３つの英語学

習を備えている。プログラムに参加する学生には、その英語のレベルに合わせて、

イングリッシュ・コミュニケーションの履修や、イングリッシュ・ハウスでのトレ

ーニングを推奨し、プログラムでのディスカッションや学生同士のチュートリアル

に対応できるようにする。また本事業では、様々な課題に関する現地でのインタビ

ューおよび会議への参加、専門家からの意見聴取などを想定している。従って、そ

のための英語力を確保することを要件とする。この能力は、選抜時点にチェックで

きるようにする。また、学部生が副専攻 GRIP を聴講することも可能とする。なお、

令和２年度より開始された英語カリキュラムの改訂により、令和４年度以降に専門

科目の英語による授業が実施される。これは学部の授業であるが、本プログラムで

提供される授業の一部を解放して学部生に受講させることも可能である。以上のよ

うに、英語の授業の倍増、単位外授業としてのイングリッシュ・ハウスでの学びを

通じて語学力の目標を達成させる。 

(4) 中間評価までの目標達成に向けたプロセス（事業開始～2023 年度まで） 

 本事業では、英語のレベルをクリアしていることを選抜の要件とするが、選抜時

に英語の要求レベルに到達していない、あるいはスキルをあげたいと希望する学生
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は、イングリッシュ・コミュニケーションおよびイングリッシュ・ハウスで実施し

ている、全学共通のディスカッションとプレゼンテーション用の授業を、英語のレ

ベルによって受講する。授業は以下の６つの種類を構築する。（１）英語によるジェ

ネラル・コミュニケーションの取得（インタビュー方法など）（２）英語によるディ

スカッションのポイントと討議内容のまとめ方の構築（３）英語によるプレゼンテ

ーションのプロセスの理論と実践（４）英語によるプレゼンテーション・マテリア

ルの作成法（５）スチューデント・チュートリアル・システム（STS）に対応する英

語による指導方法の基礎（６）ビジュアル・サマリー・レポート、ポートフォリ

オ、プレゼンテーション資料の作成方法これらの内容を含めた事前学習コンテンツ

を利用する。これらの授業はすべてオンデマンド方式で行う。さらに、必要に応じ

て、プレゼンテーションやディスカッションは、イングリッシュ・ハウスのネイテ

ィブの教員の個別指導、看護学研究科のアカデミック英語担当教員の指導を受けら

れるように調整する。 

  学生に修得させる具体的能力のうち、外国語力以外について 

(1) 事業計画全体の達成目標（事業開始～2026 年度まで） 

 本事業で学生に習得させる具体的能力は、A.専門職連携実践能力および B.社会課題

解決能力である。専門職連携実践能力は社会課題解決能力の前提にあり、この二つに

共通する具体的能力に文化的対応能力及び文化的謙虚さが含まれる。これを学部生と

大学院生に効果的に修得させるため、以下の通り展開する科目ごとに学習到達目標を

示す。 

A.専門職連携実践能力 

 WHO が示す専門職連携教育の学習到達目標がチームワーク、専門職の役割と責任

の理解、コミュニケーション、内省と学習、住民・患者とのニーズの把握を伴う関係

性の構築、同僚への倫理である。この到達目標を基盤として本事業における学習到達

目標を図 5 の通りに設定した。 

 
図 5 専門職連携実践能力 

B.社会課題解決能力 

 SDGｓの取り組みを参考に、社会課題を見出しアセスメントし、目標と評価の視点

を設定したうえで具体的な方策を立案し、実施に向けたアクションを取ることができ

ること、また挑戦し失敗から学ぶことができることとともに、現地の文化や制度をリ

スペクトし、住民及びステークホルダーと良好な関係を維持しながら社会変革を進め

ていくことのできる能力であるとした。この能力を獲得することを学習到達目標とし

て図 6 の通りに設定した。 
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図 6 社会課題解決能力 

 

 また社会課題解決能力は学生の準備状態に応じて図 7 の通りに定める。学部生レベ

ルでは、社会課題に関するフィールドワークスキルとデータ収集方法を理解し、実際

に地域住民と指導の下でコミュニケーションをとることができ、これらの意見と情報

から部分的な課題解決の方向性を検討できること、博士前期課程では地域住民の意見

とともに地域のステークホルダーの意見を集約分析したうえで、実践活動に参加し、

学生チームの意見をまとめ改善案を提案できること、博士後期課程では、社会課題解

決にむけたトータルソリューションの実践ができることを到達目標に学生のレディ

ネスをアセスメントし適切な到達レベルを設定する。 

 
図 7 専門職間社会課題演習学習到達目標のレベル 

 

 以上の学習到達目標を達成するために、本事業で設定する副専攻 GRIP 科目の到達

目標を表 5 の通りに定める。 
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表 5 副専攻 グローバル地域ケア IPE プラス（GRIP）各科目到達目標 

  

(2) 中間評価までの達成目標（事業開始～2023 年度まで） 

 本事業 GRIP を受講した学生はこれまで述べてきた通り、GRIP 各科目の学習到達目

標を達成したことを確認できた場合に単位認定をする。そのため派遣学生、受入学生

の人数が予定通りに推移し、2022 年度それぞれ 10 名、2023 年度それぞれ 15 名の学

生が GRIP 専門職間社会課題解決演習まで履修し単位認定ができれば、グローバルな

地域ケア創生を専門職連携により実現できるコンピテンシーを獲得できたと判断で

きる。 

 なお、これまで IPE を受講したことのある学生については、GRIP１から３を既修得

単位として読みかえる。また看護学部４年生で学部選択授業 Global Health and Nursing 

I,および II を受講した学生については、GRIP4 から 6 を既修得単位とする。また看護

学研究院博士前期課程共通基盤科目専門職連携実践論および専門職連携教育論、災害

時専門職連携演習はおなじく GRIP 科目１，２，３を既修得単位とする。2023 年度ま

でにこのような既修得単位認定の仕組みを作り、医療系学生の履修しやすさに配慮す

る。  

  質の保証を伴った大学間交流の枠組みの形成及び拡大に向けた具体的な取組について 

(1) 事業計画全体の達成目標（事業開始～2026 年度まで） 

 本事業は、大学間の国際的な連携により、多様な領域の学生が連携して社会課題解

決への取り組みを実施するなかで、お互いからお互いについてお互いに学びあいつつ、

文化的対応能力及び文化的謙虚さを基盤とした専門職連携実践能力、社会課題解決能

力を獲得することを目指すものである。その究極の目的は、Universal Health Coverage

の推進にある。この目的を参加大学が共有しつつ、以下の表 6 に示す２つの Phase、
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５つの step で推進する。  

 2026 年度以降の展望として多様な国の多様な専門性を有する地域ケア創生人材の

国際ネットワークを形成し、Universal Health Coverage を実現する専門職の輩出によ

り、WHO など国際機関で活躍する人材育成プログラムとして確立することを目指す。 

表 6 質の保証を伴った大学間交流の枠組み形成プロセス 

 

(2) 中間評価までの達成目標（事業開始～2023 年度まで） 

 表 6 の Phase1 が、本事業における質の保証を伴った大学間交流の仕組み構築に関

する中間評価までの達成目標への形成プロセスである。本事業の中間評価達成目標は、

①参加大学間で教育プログラム委員会、評価委員会などの設置に向けて合意している。

②学生の選抜条件、履修ルール、成績評価ルーブリック、学修者評価に関する方法と

評価項目について合意している。③①および②の活動により大学間の人事交流事例が

増加する、の３点である。なお、メディア授業プラットフォーム、メタバース、オン

ラインの環境整備は 2022 年度中に完成させ、学習環境として十分整える。 

  

1-2-7. 5 年間の学生交流および展開段階のまとめ 

 下記の表 7 の通り、5 年間の事業展開とともに学生交換国および学生数を増加する予定と

している。 
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表 7 5 年間の事業展開および学生交換国および学生数 

年 学生交換数 学生交換国 展開段階 

年次 年度 派遣 受入 学生の派遣国 学生の受け入れ国 PHASE STEP 

初 2022 10 10 インド インド 1 

  

1 

２ 2023 15 15 インド、英国 インド、英国 2 

３ 2024 20 20 インド、英国、オーストラリア インド、英国、オーストラリア 2 3 

４ 2025 30 30 インド、英国、オーストラリア他 インド、英国、オーストラリア他 4 

５ 2026 40 40 インド、英国、オーストラリア他 インド、英国、オーストラリア他 5 

計 115 115         

 

1-3. GRIP 推進のための組織と体制 

1-3-1. GRIP 推進委員会の設置 

 GRIP 推進のため、初年度である 2022 年度は学内を中心に体制の基盤づくりに着手した。

2023 年度の組織体制を下記の図 8 の通り策定した。 

 国際的な IPE プログラムであり、IPERC の下部組織として位置づけ、亥鼻 IPE に係る教員

も GRIP 推進委員として加わった。また、海外連携大学は連携大学 GRIP 推進委員会として、

さらに外部者を GRIP 評価委員として委員会を形成する。 

 

図 8 GRIP 推進委員会と関係部署等の組織図  
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1-3-2. GRIP にかかわる規定の整備 

規定の改定 

 GRIP 推進委員会の設置にあたり、千葉大学大学院看護学研究院附属専門職連携教育研

究センター規程に以下の条文を追加し、令和 5 年 4 月 1 日より施行した。 

（グローバル地域ケア IPE プラス創生人材の育成プログラム推進委員会） 

第１３条 グローバル地域ケア IPE プラス創生人材の育成プログラム（Global & Regional 

Interprofessional Education Plus Program。以下「GRIP」という。）に関する事業を推進す

るため，センターに，GRIP 推進委員会を置く。 

２ GRIP 推進委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

 

規定の制定 

 以下の通り、千葉大学大学院看護学研究院附属専門職連携教育研究センター グロー

バル地域ケア IPE プラス創生人材の育成プログラム推進委員会に関する内規を新たに制

定し、令和 5 年 4 月 1 日より施行した。 

 

千葉大学大学院看護学研究院附属専門職連携教育研究センター グローバル地域ケア

IPE プラス創生人材の育成プログラム推進委員会に関する内規 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，千葉大学大学院看護学研究院附属専門職連携教育研究センター規

程第１３条第２項の規定に基づき，グローバル地域ケア IPE プラス創生人材の育成プロ

グラム（Global & Regional Interprofessional Education Plus Program。以下「GRIP」とい

う。）推進委員会に関し必要な事項を定める。 

（目的） 

第２条 GRIP の教育，実践，研究を実施し，またプロジェクトの運営に関する関係機関と

の調整や状況の管理を行うことにより，GRIP 活動の発展・充実に資することを目的とす

る。 

（組織） 

第３条 委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。 

 一 大学院看護学研究院附属専門職連携教育研究センター⾧（以下「センター⾧」と

いう。） 

 二 医学部，薬学部及び看護学部の教務担当委員⾧ 

 三 その他センター⾧が必要と認めた者 

（任期） 
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第４条 委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者

の任期は，前任者の残任期間とする。 

（委員⾧及び副委員⾧） 

第５条 委員会に委員⾧を置き，センター⾧をもって充てる。 

２ 副委員⾧は，委員の互選によって定める。  

３ 委員⾧は，委員会を招集し，その議⾧となる。 

  ４ 副委員⾧は，委員⾧を補佐し，委員⾧に事故あるときはその職務を行う。 

（会議） 

第６条 委員会は，委員の過半数の出席がなければ議事を開くことができない。 

２ 委員会の議事は，出席委員の過半数の同意をもって決し，可否同数のときは，議⾧

の決するところによる。 

（委員以外の出席） 

第７条 委員⾧は，必要と認めるときは，委員以外の者を委員会に出席させ，意見を聴

くことができる。 

（GRIP 評価委員会） 

第８条 プログラムの質の評価と改善を実施するために GRIP 推進委員会に GRIP 評価

委員会を置く。 

２ GRIP 評価委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

 (小委員会) 

第９条 委員会が必要と認めたときは，小委員会を置くことができる。  

２ 小委員会の名称，組織及び運営については，委員会が定める。 

（事務） 

第１０条 委員会の事務は，GRIP 推進室，亥鼻地区事務部総務課において処理する。 

（雑則） 

第１１条 この内規に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，別に定め

る。 

附 則 

 この内規は，令和５年４月１日から施行する。 

 

 【制定理由】 

  グローバル地域ケア IPE プラス創生人材の育成プログラム推進委員会設置に伴い制

定するもの。 
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規定の制定 

 以下の通り、千葉大学大学院看護学研究院附属専門職連携教育研究センターグローバ

ル地域ケア IPE プラス創生人材の育成プログラム評価委員会に関する内規を新たに制定

し、GRIP 推進委員会での承認を以て、令和 6 年 4 月 1 日より施行することとした。 

○千葉大学大学院看護学研究院附属専門職連携教育研究センターグローバル地域ケア

IPE プラス創生人材の育成プログラム評価委員会に関する要項 

 

（趣旨） 

第１条 この要項は，千葉大学大学院看護学研究院附属専門職連携教育研究センターグ

ロ ー バ ル 地 域 ケ ア IPE プ ラ ス 創 生 人 材 の 育 成 プ ロ グ ラ ム （ Global & Regional 

Interprofessional Education Plus Program。以下「GRIP」という。）推進委員会に関する内

規第８条の規定に基づき，GRIP 評価委員会（以下「委員会」という。）に関し必要な事

項を定める。 

（目的） 

第２条 委員会は，GRIP の教育プログラム開発実施評価運営状況について，第三者の立

場から客観的な評価及び提言を行うことにより，GRIP の活動の発展・充実に資すること

を目的とする。 

（組織） 

第３条 委員会は外部評価委員会，プログラム評価委員会（以下「各委員会」という。）

とする。 

２ 委員は，GRIP の活動に関し識見を有する者のうちから，センター⾧が委嘱する。 

（任期） 

第４条 委員の任期は，依頼した評価項目に対する評価と提言等が終了するまでの間と

する。 

(議⾧) 

第５条 各委員会に議⾧を置き，センター⾧をもって充てる。ただし，センター⾧に事

故があるときは，あらかじめセンター⾧が指名した者がその職務を代行する。  

２ 各委員会の進行は，議⾧が指名した者が行うことができる。  

 (評価項目) 

第６条 各委員会による評価項目は，GRIP の教育・研究活動等の現状を把握し，将来を

展望できる体制整備に資する事項とし，主として次の項目とする。 ２ 外部評価委員会 

一 教育プログラムに関すること。  

二 研究活動に関すること。  

三 プログラム運営に関すること 

３ プログラム評価委員会 

一 教育プログラムに関すること。  
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二 研究活動に関すること。  

三 プログラム運営に関すること。 

 

（委員以外の出席） 

第７条 委員⾧は，必要と認めるときは，委員以外の者を委員会に出席させ，意見を聴

くことができる。 

（評価結果の公表） 

第８条 各委員会は，評価結果を取りまとめ，GRIP 推進委員会に提言するとともに，そ

の概要を評価報告書，ホームページ等で公表する。 

（事務） 

第９条 各委員会の庶務は，GRIP 推進室，亥鼻地区事務部総務課において処理する。 

（雑則） 

第１０条 この内規に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，別に定め

る。 

附 則 

１ この要項は，令和６年４月１日から施行する。 
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2. 2023 年度の取り組み 
 

2-1. 大学院博士前期課程副専攻 GRIP の開講 

 GRIP プログラムは、千葉大学の Global Education 大学院国際実践教育の該当科目とし

て開発され、2023 年度より大学院国際実践教育 GRIP として全学の学生が履修可能な 7 科

目（8 単位）が開講された。 

  

2-1-1. Global Education 大学院国際実践教育 

 千葉大学の Global Education（https://global-education.chiba-u.jp/）の一つである、「大

学院国際実践教育」とは、「大学院国際実践教育は、将来グローバルに活躍できる高度な実

践型人材を育成することを目的とした千葉大学の大学院グローバルプログラムで、海外協

定校の学生との協働学習を中心とした大学院国際実践教育の指定科目を、主専攻である研

究科・学府での修了要件単位以外で、所定の履修要件に基づき履修するもの」である

（https://global-education.chiba-u.jp/globalstudies/）。 

 本 GRIP プログラムにおいては、2022 年度の申請時より、この大学院国際実践教育に該

当するプログラムとして開発・実施することを想定し、千葉大学学務部国際企画課と調整を

行ってきた。選定・採択後には、実質的な準備に着手し、2023 年度には下記の図 9 の通り、

「大学院国際実践教育」の全 9 プログラムのうちの一つとなった。 

 
 図 9  大学院課程の修了要件と大学院国際実践教育の関係(千葉大学，2023 年度)  

  (千葉大学 Web サイトより，https://global-education.chiba-u.jp/globalstudies/) 
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 上記の図 9 にも示した通り、「大学院国際実践教育」の学修については、「修了」と「履修

証明書取得」の 2 通りがあり、本 GRIP プログラムは「修了」のパターンとして設定する。

つまり、図 にもあるように、各大学院生が所属課程における大学院専門教育(大学院課程

の修了要件)に加えて、GRIP の指定する 7 科目（8 単位）を履修し単位認定されれば、大学

院国際実践教育 GRIP 修了とする。なお、これら 7 科目については、すべてが自由科目であ

り、千葉大学の全学部・全研究科所属の学生が履修可能である。 

  

2-1-2. 全学共通科としての開講 

 副専攻としての、大学院国際実践教育 GRIP 修了のための 7 科目開講は、2022 年度に千

葉大学大学院看護学研究科において承認され、同看護学研究科において 2023 年度の 10 月

に、全学共通科目として開講した。これら 7 科目の概要は以下の表の 通りである。大学院

国際実践教育 GRIP 修了認定のためのこれら 7 科目の履修順序は特に規定しない。また、

これら 7 科目は個別の履修も可能である。 

なお、演習科目である「専門職間社会課題解決演習」を除く 6 科目は先行履修科目として

学部生の受講も可能とした。講義科目については、第４ターム（10、11 月）に開講した。

演習科目である「専門職間社会課題解決演習（Interprofessional Service Learning: ISL）は、

2023 年度はターム 5，6 に開講した。ISL に関連したオンラインでの事前学習は 1 月開始、

現地渡航・演習を 2 月、事後のオンライン学習を 3 月に実施した。 

 

表 8 GRIP 関連科目一覧 

授業科目 単位数 形態 授業方法 授 業 科 目 の 内 容 

専門職連携基礎 1 講義 メディア授業
(非同期・双方
向) 

IPE(Interprofessional Education)の起源と理論的
背景、必要性を SDGs の関連から論述し、基本
的な理論から専門職連携実践活動を学ぶ。 

専門職連携実践 1 1 講義 メディア授業
(非同期・双方
向) 

専門職連携実践活動に必要な役割と責任、コミ
ュニケーション、患者・利用者・住民との関係
構築を学ぶ。 

専門職連携実践 2 1 講義 メディア授業
(非同期・双方
向) 

患者・利用者・住民へのサービス品質向上に向
けた専門職連携実践のためのリーダーシップと
メンバーシップと倫理的実践を学ぶ。 

Cultural Competency 
and Cultural Humility 

1 講義 メディア授業
(非同期・双方
向) 

異なる伝統、教育システム、言語を持つ国同士
のコミュニケーションを促進するインターカル
チュラルな実践を学ぶ。 

社会課題解決基礎 1 講義 メディア授業
(非同期・双方
向) 

社会課題の解決に必要な地域アセスメント、課
題抽出、目標設定、方策立案、評価計画立案の
一連の流れをシミュレーションシナリオを用い
て学ぶ。 

社会課題解決応用 1 講義 メディア授業
(非同期・双方
向) 

社会課題の解決に必要なステークホルダーとの
合意形成と対立の解決方法、コンサルテーショ
ンの実際をシミュレーションシナリオを用いて
学ぶ。 

専門職間社会課題解
決演習

2 演習 同期/非同期オ
ンライン、現

海外の提携大学所在地において、現地のサービ
ス活動にチームとして参加し、健康に関連した
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(Interprofessional  
Service Learning: 
ISL) 

地演習(海外連
携大学) 

社会課題解決に取り組む。事前学習、現地演
習、事後のバーチャルワークショップにより構
成する。 

  

2023 年度は上記の全科目のコンテンツを開発し、履修可能とした。専門職連携基礎、専

門職連携実践 1、専門職連携実践 2 については IPERC での蓄積を基に、Cultural Competency 

and Cultural Humility については専門家であるメーカー亜希子氏のコンサルテーションを

受けつつ構成した。社会課題解決基礎、社会課題解決応用では、社会課題解決のプロセスと

スキルについて学ぶことを目的として、実際に地域における社会課題とその解決のための

介入に取り組んでいる学内教員や、学外組織・施設等の支援者を講師として招聘し、実例に

ついて学ぶ構成とした。これには ISL のフィールドである活動や組織を含め、ISL につなが

るものとする。 

 

2-2. 教材開発 

2-2-1. 学習要項の作成 

 学習ガイドとして、前年度のものを見直し、改訂版の学習要項を作成した（資料 参照）。

構成は、GRIP プログラム概要、獲得する能力・到達目標、具体的な学習の流れ、フィール

ド演習のトピック、使用する学習ツール、ワークシート、最終プレゼンテーションのテンプ

レートなどから成る。これらを必要最小限としてコンパクトにまとめ、オンラインならびに

紙面でも提示した。 

内容は GRIP プログラム申請時書類および、参加学生募集説明用資料に準拠しており、特

に、獲得をめざす能力とその到達目標については同内容である。 

 

2-2-2. ワークシートおよび学習成果発表プレゼンテーション用テンプレートの作成 

 ワークシートの作成 

 取得・向上をめざす 3 つの能力について意識して学習に取り組み、自己の成⾧と学習課

題を認識して計画的に学習活動に取り組むため、現地演習について、初日には計画立案のた

めのプランニングシート、そして、最終日（8 日目）には計画達成状況の振り返りおよび、

GRIP での向上・獲得をめざす IPCP、社会課題解決、文化的対応力（Cultural Competency 

and Cultural Humility）の 3 つについて自己評価をおこなうリフレクションを行うためのシ

ートを作成し、提示した。 

 学習成果発表用プレゼンテーション用テンプレート 

 社会課題解決の能力の項目について焦点化するために、テンプレート化した。さらに、

IPCP および文化的対応能力についても新たな気づきや自国との相違等について、発表項目

として含めた。 
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2-2-3. 事前学習課題・資料等の作成 

2-2-3-1  派遣・受入共通課題 

IPCP および課題解決 

 2022 年度に引き続き、GRIP プログラム担当教員でもある IPERC（看護学研究院附属専

門職連携教育研究センター Interprofessional Education Research Center）教員が主となっ

て作成した本 GRIP プログラムの主な目的であり必須要素である IPCP 能力そして、IPCP

での課題解決への取り組みに関するメディア教材を呈示し、事前のオンデマンド視聴を学

習課題とした。加えて、WHO の” Framework for Action on Interprofessional Education & 

Collaborative Practice”(https://www.who.int/publications/i/item/framework-for-action-on-

interprofessional-education-collaborative-practice)を教材として掲載した。 

 

日本の地域包括ケアシステム 

 日本の地域包括ケアシステムに関する動画教材を作成し、全参加学生に提示した。SIU な

らびに UL 学生が取り組む日本での学習テーマは自助および互助等の地域包括ケアシステ

ムを基盤としている。また、本学学生が派遣先のインドあるいはイギリスにおいて取り組む

社会課題も同様に人々の地域生活の支援であることから、その基盤となる知識として事前

学習教材として提示した。 

 

2-2-3-2 派遣学生への事前学習課題・資料等 

SIU(シンビオシス国際大学)への派遣学生 

本学よりシンビオシス国際大学(インド)に派遣する学生は、現地にて困難な状況にある子

どもならびに女性への支援を学習テーマとして取り組んだ。それに先だって、事前のオンラ

インオリエンテーション時に、SIU よりインド、大学のあるプネ、そして現地の学習テーマ

ならびに演習施設・組織に関する紹介がなされ、同オリエンテーションをアーカイブとして

視聴教材として、文書教材と共に提示した。る文献を reading material として提示していた

だいた。 

 

UL(レスター大学)への派遣学生への事前学習課題・資料等 

レスター大学（イギリス）へ派遣する学生に対しては、現地での学習テーマであるホーム

レス支援に関して、レスター大学 GRIP 担当教員によりイギリスの保健医療システムおよ

びホームレス支援に関する動画教材等を作成し、事前に提示した。 

 

2-2-3-3 受入学生への事前学習課題・資料等 

 千葉大学においては受入学生へのプログラムとして、災害準備、ホームレス支援、ソーシ

ャルキャピタル創出の 3 つの学習テーマならびにフィールドを用意した。各学習テーマお

よびフィールドについて学習要項とともに、日本と世界のホームレス支援に関する資料・訪



34 

 

問施設が登場する動画、日本の災害と準備状況ならびにアプリの紹介、ソーシャルキャピタ

ルとしての居場所となる訪問施設・組織等に関する資料を事前学習として提示した。学生の

負担とならないように、一部は参考資料とした。 

 

学生同士の交流ならびにチームビルディング推進 

 各大学内および大学間の学生の交流を推進するために、各学生の自己紹介動画(2，3 分程

度/人)を事前課題として課し、全参加学生がオンデマンドで視聴できるようにした。 

 日本において専門職間社会課題解決演習を実施する SIU 学生および UL 学生計 15 名につ

いては、3 つの学習テーマとそのフィールド（災害準備、ホームレス支援、ソーシャルキャ

ピタル創出）について、学習テーマについて事前に各学生の希望を募った。希望をとりまと

め、学生の希望が充足されつつも所属や専攻等が多様となるように配置し、3 チームを形成

した。来日前に提示し、渡航前からのチームビルディングを促した。 

本学の派遣学生については、インドあるいはイギリスにおいて現地演習を実施する千葉

大学学生については、渡航前にオンライン説明会を数回開催し、説明会に続き学生同士のミ

ーティングとするなど、メタバースを提供する等して、本学においても同様に渡航前からの

チームビルディングを推進した。 

 

2-2-4. 学習用プラットフォーム（LMS：Learning Management System）の設定 

 Google Classroom 上でのクラス作成・設置 

 千葉大学利用の LMS である Google Classroom を 2023 年度の GRIP プログラムにおい

ても使用し、事前に派遣・受入両学生ならびに関係教員等をビジターアカウントあるいは特

別聴講学生として登録し、教材提示、課題提出等のプラットフォームとして使用した。2022

年度には SIU の GRIP 担当者および SIU 学生が同フォームにログインできないでいたが、

2023 年度は早期にアカウントならびにログインに関する資料を SIU 側に提示し、全員がロ

グインならびに使用可能であった。UL 学生に関してはログイン上の問題は無かった。 

 

 メタバースプラットフォーム ovice のスペース構築 

 2022 年度に引き続き、メタバースプラットフォームを架空の共同学習室として使用する

ために GRIP プログラム専用スペースを契約し、本学、SIU、UL の 3 大学のロゴを配置し、

独自の仕様として設置した。 

 

2-2-5. 事後学習 

 事後学習としては、参加学生が現地演習最終日に学習成果として発表した各チームの学

習テーマである社会課題とその解決方法としての既存の取り組みや、自国との差異や移転

可能性に関する考察を含め、動画として LMS に提示する。いわゆるケースシナリオとして、

学生が相互にそれらの動画を視聴し、フィードバックを行うこととした。それらのフィード
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バックも含めてメタバース上に提示し、ケースシナリオ含めワークショップ形式として提

示する。 

2-3. カウンターパートとの連携  

この GRIP プログラムでは、2022 年度はトライアルとしてシンビオシス国際大学(インド)

と千葉大学(日本)とで、派遣・受入各 10 人計 20 人の学生交換を実施した。2023 年度はこ

れにレスター大学(イギリス)を追加した。さらに 2024 年度はモナシュ大学(オーストラリ

ア)が加わり、参加学生人数も最終年度である 2026 年度には派遣・受入各 40 人、計 80 人

となる予定としている。 

 以下、カウンターパートである、各大学との GRIP 開始までの交流の経緯と 2022 年度の

調整・連携活動状況について記述する。 

  

2-3-1. シンビオシス国際大学（インド） 

 2022 年度の振り返りとして、GRIP 推進室メンバーおよび SIU の GRIP 担当者らとで、

5 月にオンラインミーティングを実施し、さらに 6 月には grip 推進室教員が SIU に赴き、

対面にて 2023 年度実施に向けて検討を行った。2022 年度のトライアルでの実施を振り返

り、2022 年度は初年度であり本プログラム採択から学生交換まで 4 ヶ月という非常に短期

間での準備であったこともあり、十分な準備期間確保、リアルタイムでのオンラインオリエ

ンテーション、学習目標の明確化、日本での演習のコンパクト化、JASSO や事後学習課題

等の提出物の簡略化等の要望が SIU 側から出された。GRIP 推進室より、参加学生の多様

化、効率的かつ遠隔での授業を可能とする LMS である Google Classroom へのログインの

必須化と学生への支援、学生の体調不良防止としてインドでの演習時における空調設備の

ある車両使用、SIU から本学学生への単位認定・付与等を要望として提示した。その他、

2023 年度の双方の学生交換日程、学習テーマ、緊急時の連絡体制等について検討・確認し

た。以降は随時、メールにて連絡を取り、調整を行った。 

 

2-3-2. レスター大学（イギリス） 

UL においては、2023 年 1 月に本学の GRIP 推進室メンバーが現地に赴き、学生交換実

施のための検討を行った。同年 9 月には、GRIP 推進室より実務担当者が現地に赴き、派

遣・受入双方について学生交換日程、学習テーマ、演習施設・組織、学生の滞在場所、緊急

時の連絡体制、単位認定・付与等について検討した。その他、随時、オンラインミーティン

グならびにメールでの連絡・調整を実施した。  

 

2-3-3. モナシュ大学（オーストラリア 

 GRIP プログラムでは、モナシュ大学とは 2024 年度の学生交換実施を予定している。こ

のため 2023 年 3 月には本学より GRIP 推進委員会メンバーが現地に赴き、現地の担当教員
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らと学生交換実施の合意の下、うち合わせを行った。2023 年 9 月には本学研究員 1 名を現

地コーディネーターとして位置づけ、2023 年 11 月には本学より実務担当者が再度現地に

赴き、現地コーディネーターならびにモナシュ大学担当教員らと学生交換期日、学習テーマ

等の検討、大学内ならびに学生寮の視察を行った。その後、現地担当教員の異動ならびに担

当者変更もあり 2024 年 1 月には、2024 年度の学生交換実施に向け、オンラインミーティ

ングにて改めて担当者、学生交換期日、学習テーマ等に関して確認ならびに検討を行った。

2024 年度早々にもオンラインミーティングを実施するなど、2025 年 11 月の同大学から本

学への受入、2025 年 2－3 月での本学からの派遣実施を目処として調整を継続している。 

  

2-4. ISL プログラム開発 

 ISL（Interprofessional Service Learning）は本 GRIP プログラムの中核である。3 つの部

分から構成され、オンラインでの事前学習、パートナー大学所在地に渡航・滞在しての現地

演習、オンラインでの事後学習となる。本項では主に、現地での演習であるフィールド演習

について記述する。 

 2-4-1. フイールド演習の概要 

 GRIP プログラムでは渡航先の社会課題に焦点を当てる。参加学生が学習しやすいように

教員からテーマを提示する。各国の GRIP プログラム担当教員や部署職員らが GRIP 推進

室と検討しつつテーマを決定する。そのテーマに沿って、訪問施設や組織を選定し、組み合

わせ、ブリーフィングの時間なども考慮し、スケジューリングする。2023 年度の各国での

学習テーマは以下の表の通りである。 

表 9  各大学の参加学生の学習テーマと訪問施設・組織 

Participants Partner universities and 
location of on-site 
practice 

Theme Areas, organizations, facilities to 
visit/participate in 

Chiba 
University 
students 

Symbiosis International 
University (Pune, India) 

Support for children 
and women in 
difficult 
circumstances 

Village schools, NGOs supporting 
children and women in need 

Chiba 
University 
students 

University of Leicester 
(Leicester, UK) 

Homelessness 
Support 

Self-help groups, home care facilities, 
clinic, NPOs supporting people in need, 

Symbiosis 
International 
University 
students 
And 
University of 
Leicester 
students 
 
 

Chiba University (Chiba 
and Tokyo, Japan) 

1. Homelessness 
Support 

 

NPOs support people in need, visiting 
nursing stations, government labor and 
welfare centers 

2. Disaster 
preparedness 

University hospital (disaster base 
hospital), home care facility for 
handicapped, town walking with app 

3. Building 
Community 
Social Capital 

NGOs providing gathering places for 
residents, children, etc., exercise 
classes by residents 

Students from the 
two universities 
formed three mixed 
teams. Participating 
students engaged 
in a field exercise 
on one of the three 
themes as a team. 
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 現地演習のスケジュール概要 

 現地到着後、オリエンテーションの後、学生は 5 人/チームを形成する。UL では参加学

生は 5 人の 1 チームのみ、学習テーマも一つだが、SIU には 10 人の学生が渡航するため、

2 チームを形成する。日本の千葉大学においては、UL 学生 5 人および SIU 学生 10 人の計

15 名より両大学混合の 3 チームを形成する。1 チームあたり 1 テーマとして、テーマを選

定し、トピックに焦点化して、チームでの役割分担や情報共有などを行いつつ学習を行う。

各チームは数カ所の組織や施設にて活動に参加し、最終日には各グループのテーマについ

て、学習目標 IPCP、社会課題解決、文化的対応力の 3 つに照らし学習成果を発表する。そ

の時点で、教員や現地学生からのフィードバックを得る。さらに事後学習として、学生は相

互に各発表についてフィードバックを行う。 

 

 学生交流  

SIU、UL そして千葉大学において、GRIP 参加学生が本来の学業に支障の無い程度にバ

ディとなって、常に数人がプログラム活動に同行する。日本では、SIU および IL 学生受入

時に、派遣にて同大学を訪問した本学学生が同行する。同行する学生は英語にて、学習課題

に関する自国の状況や公共交通機関の利用法等に関する説明や、自由時間には学生同士が

自発的に調整を行い共に余暇時間を過ごすなど、学習活動から生活の支援等を行う。このよ

うに自国において受入学生の支援を行うことにより、渡航先のみならず自国においても学

生交流および共同学習にて自国の社会課題等についても学習する機会となる。 

  

2-5. ISL プログラム 派遣 

表 に、派遣について、派遣先、人数、学習テーマ、期間等を示す。 

2-5-1. 参加学生の概要 

 募集・選考の結果、参加学生は看護学部、看護学研究科、医学部、国際教養学部という昨

年の参加学生の所属に加え、工学部、教育学部の所属であった。派遣先は学生の希望を優先

しつつ、参加学生の学術的専門性が多様となるように配置した。SIU には 10 人、UL には

5 人の計 15 人を派遣した。 

 

2-5-2. プログラム期間 

 表に示した通りである。最低でも 8 日間の学習日を確保し、派遣先大学や演習施設等の

都合により、渡航期間が若干異なっている。 
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表 10     2023 年度 学生派遣の概要 

渡航先 千葉大学 → レスター大学 ５名 千葉大学 → シンビオシス国際大学 10名 

渡航期間 2024年2月10日（土）～23日（金） 2024年2月13日（火）～23日（金） 
プログラ
ム期間 

2024年2月12日（月）～21日（水）8日間 
※平日のみプログラム実施 2024年2月14日（水）～21日（水）8日間 

学生の所
属・構成

(人) 

男性1, 女性4 
医学部 1、工学部(建築1、医工学1) 2 
法政経学部 1、 看護学研究科(前) 1 

男性3, 女性7 
工学部(医工学2，都市環境1) 3、国際教養学部 3 
教育学部 1、看護学部 2、看護学研究科(前) 1 

現地での
学習テー
マ及び訪
問先等 

ホームレス支援（ホームレス支援NGO、当事者に
よる自立支援施設)（GPホームレス診療外来等） 

困難な状況にある子ども、女性の支援 
（スラム街、支援NGO、女性支援施設等、環境保全NGO） 
学習成果発表時のトピック 
グループ1 “NGO's role in improving social problems in 
India.” 
グループ2 “Analysis of issues in Indian society and 
proposal of solutions.” 

備考 レスター大学より修了証発行 SIUのSCIEより修了証発行および2単位認定・付与 

 

2-5-3. 学習内容 

SIU での学習テーマと活動 

SIU ではすでに、SCOPE ： Symbiosis Community Outreach Programme and Extension 

(SCOPE)という一つの部門として組織、サービスラーニングフィールドやカリキュラムが

確立されている（https://siu.edu.in/Health-Facilities.php）。活動のターゲットは、健康課題

に関連したものから IT 教育や経済的教育提供など多岐にわたるものである。SIU での GRIP

プログラムは SCIE（Symbiosis Center for International Education）が SCOPE と共同して

提供する。 

 SIU に到着した本学学生は、困難な状況にある子どもおよび女性への支援を学習テーマ

として 10 人全員が同一のスケジュールで行動するが、前述の通り、2 つのチームとなり、

それぞれ異なるトピックにて学習成果をまとめ発表した。この度の 2 つのトピックは、

“NGO's role in improving social problems in India.”および“Analysis of issues in Indian 

society and proposal of solutions.”であった。 

 

SIU での現地演習スケジュールと訪問施設・組織等 

スケジュールは図に示した通りである。SIU でのインドの社会構造や NGO の必要性等、

そして学習テーマである困難な状況にある子ども達ならびに女性へのエンパワメント等の

支援、環境保全等について現地の担当教員による講義の後、スラム街やストリートチルドレ

ンに教育を提供している NGO、女性の支援を行う NGO、環境保全に関する NGO 等を訪

問し、活動に参加した。インドでは他の途上国同様に、子どもや女性の支援を含む開発と同

時に、環境保全によるサステナビリティの担保も大きな課題であり、インドでの現地演習の

特性として、これらを並行して考慮する社会課題解決等が学習課題となった。またヘリテー

ジウオークでは、州政府の歴史的な旧施設や街中の野菜市場、寺院と参拝する人々、近代的

な大型ショッピングモール等を訪問し、人々の生活の様子を観察した。 
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UL での学習テーマと活動 

 UL では、現地の本 GRIP プログラム担当教員である IPE(Interprofessional Education)担

当の教員らによって、ホームレス支援が学習テーマおよびフィールドとして準備・提供され

た。本学学生は 5 人 1 チームであり、この 5 人でホームレス支援を課題として取り組んだ。 

 

UL での現地演習スケジュールと訪問施設・組織等 

 現地での訪問施設・組織およびスケジュールは図の通りである。学生 5 名が 3 つに別れ、

それぞれ複数の施設・組織の活動に、1-2 日参加した。レスターでのホームレスの原因の多

くが薬物依存であることから、薬物依存からリカバリした当事者による自助・共助組織や、

ホームレスや移民等を対象とする公的なクリニックの見学等を実施した。NHS とホームレ

ス支援という趣旨の学習成果発表を行い、現地担当教員らからフィードバックを受けた。 

 表 12 イギリス・レスター大学での GRIP スケジュール 
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2-6. ISL プログラム 受入 

受入・プログラム期間、参加学生人数・所属、学習テーマ等は表 に示した通りである。 

 

表13     2023年度 学生受入の概要 

渡航先 レスター大学 → 千葉大学 5名 シンビオシス国際大学 → 千葉大学 10名 
渡航期間 2024年2月28日（水）～3月10日（日） 2024年2月29日（木）～3月9日（土） 

プログラム期間 2024年3月1日（金）～3月8日（金）8日間 
学生の所属・

構成(人) 
男性2, 女性3 
医学専攻 3、助産専攻  2 

男性3, 女性7 
デザイン専攻 3、商学専攻 3、看護学専攻 4 

現地での学習
テーマ及び訪

問先等 

1．ホームレス支援（ホームレス支援NPO、訪問看護ステーション、無料診療所、公的施設等） 
3．災害準備（防災アプリでの市街探索、災害拠点病院、DPAT、重度心身障害者施設等） 
2．ソーシャルキャピタル創出（地域再生NPO、子ども支援NPO、高齢者による高齢者のための居場所等） 

備考 短期留学プログラム受講生として修了証発行 特別聴講学生として単位認定(2単位)・成績証明書・
修了証発行 

 

2-6-1. 参加学生 

昨年度のトライアル版では SIU からは看護学部生のみを対象としたが 2023 年度は当初

の目的通り SIU の全学から参加学生を募った。その結果、文系も含む 3 つのコース等から

計 10 名の学生が参加した。また UL は 2023 年度がトライアルとなるため、IPE 関連学部

である医学部ならびに助産学専攻の学生 5 名の参加となった。 

  

2-6-2. 学習期間 

 プログラム期間はいずれも 2024 年 3 月 1 日から 8 日の 8 日間であった。 

 

2－6－3 学習内容 

千葉大学(日本)における学習テーマと活動 

2022 年度のトライアル版を基盤として、さらなる学習テーマの明確化および学習の深化

を目指し、そして移動等の学習活動の効率化等を勘案し、2023 年度はホームレス支援、災

害準備、ソーシャルキャピタル創出の 3 つの学習テーマおよびフィールドとした。各フィ

ールドのスケジュール及び内容は図の通りである。 

 

「ホームレス支援」の現地演習スケジュールと訪問施設・組織等 

ホームレス支援のフィールドにおける訪問施設やスケジュールは表の通りである。台東

区にあるホームレス支援の NPO を拠点として、近隣にあり、路上生活者や生活困窮者への

支援を行っている訪問看護ステーション、そして東京都より委託されて就労及び福祉サー

ビスを提供しているセンターを訪問し、説明を聞くとともに活動に参加した。ホームレスに

関連して、山谷と呼ばれる地域の歴史的背景や経緯について解説を受け、食糧を配布するア

ウトリーチ参加、訪問看護ステーションが提供するデイサービスや無償でのシャワー提供、

生活困窮者に特化したホスピスへの訪問看護、ドヤと呼ばれる簡易宿舎の見学、無料診療ク
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リニック等の見学を行った。さらにこれらの多機関の連携についても考察した。現地演習最

終日には、学習成果として山谷におけるホームレス支援について自国との差異、特にインド

でのスラム街、イギリスの薬物依存に依るホームレス等の、原因や対策等の差異について考

察し、サービスの移転可能性について発表した。 

     

表 14 日本における「ホームレス支援」フィールドのスケジュールおよび訪問施設等 

  

 

「災害準備」の現地演習スケジュールと訪問施設・組織等 

 災害準備についてもより多角的かつ包括的に学習できることを目指し、フィールドをス

ケジューリングした。表に示した通りである。昨年度同様に、住民の立場としてみまもりあ

いアプリを使っての街歩きに加え、手段としてのネットワーク形成法であるみまもりあい

アプリ自体について解説を加えた。さらに、医療機関の役割・機能として、災害拠点病院と

しての大学病院の設備・昨日や DPAT 災害派遣精神医療チームの活動等についても説明を
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受けた。さらには心身障害を有する人々のケア付き入居施設において停電時の対策等につ

き見学を行い、千葉市の緊急時の対応計画等についても解説を受けた。これらの立場や施策

の包括的な連携についても考察した。最終日の学習成果発表会においては自国との差異や、

自国に導入したい停電時対策などが言及された。 

 

表 15 日本における「災害準備」フィールドのスケジュールおよび訪問施設等 

 

「ソーシャルキャピタル創出」の現地演習スケジュールと訪問施設・組織等 

昨年度のトライアル版においてもソーシャルキャピタル創出はテーマとして扱った。

2023 年度は対象の年代の幅を広げ、子どもを対象とする組織や全年代を対象とする活動に

も訪問・参加した。また昨年度同様に、住民自身による居場所作りの場にも訪問し、活動に

参加した。スケジュールや訪問先等は表の通りである。 

最終日の学習成果発表会では、少子高齢化という日本の状況を踏まえた考察や、自国との

差異、移転可能性について言及された。 
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表 16 日本における「ソーシャルキャピタル創出」フィールドのスケジュールおよび訪問施設

等 
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3. 事業評価 

3-1. 事業評価の観点と方法 

3-1-1.事業評価の観点 

 本事業は主に 2 つの観点で評価される。1 つめの観点はプロセス評価であり、学習プログ

ラムの開発、派遣/受け入れの時期や人数について目標値を達成できたか、また、事業の遂

行過程や現場での運営が円滑であったかを評価するものである。2 つめの観点は学習成果の

評価であり、GRIP を通して育成を目指す「どの国、どの地域であっても、自国でも他の国

でも健康関連の課題に他の専門職とともに取り組み、文化的対応能力及び文化的謙虚さを

基盤として、現場での最適解を導き出すことができる自律した組織人」が含有する３つの能

力：①連携実践能力、②問題解決能力、③Cultural Competence がプログラムを通してどの

程度、またどのように発達したかを評価するものである。 

 

3-1-2. プロセス評価の方法 

 プロセス評価と学習成果の評価は共に、定量的評価と定性的評価を併せて総合的に実施

した。プロセス評価は、事業計画と実績の数値的な比較による定量的評価のほか、今年度の

参加学生と演習にご協力いただいた各フィールドの担当者からのヒアリングに基づいて、

次年度以降踏襲すべき点と改善すべき点を定性的に収集した。 ヒアリングは全てのプログ

ラム終了後にオンラインで担当者へ依頼し、任意でオンラインフォームを通して回答を得

た。 

 

3-1-3. 学習成果の評価方法 

 学習成果の評価のためには，GRIP 参加前後に 3 つの能力を測定し統計的にその変化を検

討する定量的評価と、参加学生のワークシートの記入内容（学習目標の立案、並びに、学習

目標に照らし合わせたリフレクション）に基づく定量的評価を実施した。 定量的評価の実

施時期は、千葉大学およびシンビオシス国際大学の学生ともに、事前学習開始前（2 月）と

最終課題終了後（3 月）である。回答は任意であり、Google Forms と BEVI※を使用してオン

ラインで回答依頼を送り、プログラム評価を目的とした測定であることや回答の有無や内

容が成績に影響しないこと等の説明事項を読んだ上で「同意し回答を始める」を選択した学

生のみが回答に進んだ（資料５）。定性的評価のため参照したワークシートは、学生が渡航

を伴う現地演習の初日に学習目標を，最終日にリフレクションを記入したモノであった。以

上のプログラム評価は千葉大学看護学研究科の倫理審査委員会の承認を得て実施した（承

認番号 NR4-109）。学生に提示した説明事項や質問項目等、詳細は資料５の研究計画書の付

帯資料を参照されたい。 

※BEVI: The Beliefs, Events, and Values Inventory の略称であり、ライセンスを得た大学のみ
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が実施できる独自のオンラインプラットフォームを用いた信念や価値観の測定・分析ツー

ル。 

 

3-2. プロセス評価 

3-2-1. 目標値の達成状況 

 「大学の国際展開力強化事業」の申請書に則り、2023 年度の数値目標は提携校数 2 校、

派遣学生数 15 名、受入学生数 15 名、派遣と受入の日数はそれぞれ 10 日程度であった。こ

れらの目標に対する実績は、提携校数 2 校（シンビオシス国際大学、レスター大学）、派遣

および受入学生数は 10 名ずつで計 20 名、それぞれが 8 日間の現地演習を含む 10 日程度の

渡航日程でプログラム実施を完了し、数値目標を達成したと言える。 

 学習のプロセスとして重要である現地演習の事前事後学習をオンラインで行う計画につ

いても、Zoom を用いて 3 カ国（日本、インド、イギリス）の学生が合同で集うオリエンテ

ーションや、Google Classroom でのオンデマンド学習を通して機能的に実施できた。特にメ

タバース（oVice）を学習のプラットフォームとして利用した点には本学の他の留学プログ

ラムにはない独自性が表れている。次年度以降は、事前学習における JV-Campus の更なる

活用を目指している。 

 また、GRIP プログラムの特徴のひとつは学部や研究科等の専門性、並びに学部生から博

士後期課程の学生まで学年を問わないインタープロフェッショナルなチームで課題に取り

組む点である。今年度は、千葉大学では看護学部、看護学研究科（博士前期課程）、医学部、

ならびに非医療系である国際教養学部、教育学部、工学部の学部生と大学院生が混在したチ

ームを形成し、通常の授業では経験することがない編成でのプログラム参加が叶った。一方、

シンビオシス国際大学からは、今年度は看護、デザイン、Arts and commerce 専攻の学生が

参加し、チームメンバーの多様性という点で昨年度よりもプログラムの趣旨に合致する編

成となった。レスター大学は初年度である今年は医学系学部に絞り、医学専攻の学生と助産

専攻の学生を受入れた。次年度は、数値目標（提携校数 3 校、派遣学生数 20 名、受入学生

数 20 名）の達成を目指すと共に、学生の多様性を拡大し、よりプログラムの特徴を活かし

た学習経験を図る。 

 

3-2-2. 協定校およびフィールドからの評価 

 シンビオシス国際大学、レスター大学、並びに、9 のフィールドのうち 3 組織/施設の連

絡担当者より、今年度のトライアル実施までの準備および当日の運営について、良かった点

と改善すべき点のフィードバックを得た。得られた回答は以下の通りである。一部、組織/

施設が特定されないよう表現を加工した。 

 

 良かった点 
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 オリエンテーションで体験でまち歩きをする前に、(災害マップ)アプリの操作方法

をお伝えすることが出来たこと。 [フィールド] 

 昨年度と比較するとインドに加えて英国からも来訪があり 3 カ国間の意見交換がで

きたことができた。見学に終始するのではなくディスカッションの時間を多く持て

た。 [演習サイト] 

 日本（地域）の取り組みを留学生に紹介できたこと。また、留学生（の視点）から

日本の取り組みに対する質問や意見がもらえたこと。[フィールド] 

 インドでは実際に地域に住む方から直接話を聞くことが出来た。実際の声を聞くこ

とで、インドという異国の地での生活の実態を少しではあるが知ることが出来たよ

うに感じる。また、全ての場所で歓迎していただき、快くインタビューに答えてい

ただいた。そこから学んだことは非常に多かった。[千葉大学生] 

 充実したスケジュールかつ土日は旅行など観光もできた点。期間もちょうどよかっ

た。 [千葉大学生] 

 質問に対して真摯に素早く反応していただけた点。 [千葉大学生] 

 As part of the social capital team, I was able to get a real feel for Japanese culture and 

was able to immerse myself in it. （社会資本チームの一員として、私は日本文化を肌

で感じることができ、その中に没頭することができました。）[留学生] 

 改善できる点 

 GRIP プログラムをよく理解できておりませんのでコメントは差し控えます。逆に言

えば、GRIP プログラムをもっと理解したうえで参加できるとより効果的だったかも

しれません。[フィールド] 

 安全に過ごすためには仕方がないのかもしれないが、インドでの食事や休日の過ご

し方まで全てが決められており自由が少なかった。キャンパスの位置的に難しいか

もしれないが、もう少しインドを「探検する」経験をしたかった。 [千葉大生] 

 日本でのプログラムの充実度が低いように感じた。特にここから何を学ぶのかとい

うことが明らかにされていなかったり、専門性の高い方からの話がなかったり、た

だ歩くだけの時間が⾧かったりすることは改善が必要と感じた。インドではこのプ

ログラムに参加するための選考が難しいと聞いた。プログラムから多くのことを学

んでもらうためにも、フィールドワークの訪れる場所やその場所での説明をする人

の見直しは必要であると感じた。 [千葉大生] 

 インドでは地域に住む人や NGO で働か人から話を聞くことで学んだことが多かっ

た。そのため日本に来た学生にもそのような機会をもっと提供してあげて欲しい。

何日間かあるフィールドワークの中で、そこで働く人とディスカッションできた日

が 1 番いい日だったと言っていた。もっと人から学ぶ機会を提供した方がいいプロ

グラムになると感じた。 [千葉大生] 

 レスターの学生との交流が夕食１回しかなかったのでもう少し現地で交流したかっ



48 

 

た。内容や講義など医療系にとても偏っていて、非医療系学生が難しそうな場面が

あった。また病院見学や講義の際は学生 5 人とも医療系学生と認識されている部分

があった。 [千葉大生] 

 せっかく色々な学生と共に渡航できたので、イギリスにて他分野の先生とお話しで

きる機会があると良いと思いました。イギリスの先生方は皆さん医療系の学生向け

に話されている感じがしました。また日本でホームレスについての講義やオフライ

ンでの顔合わせが少しあってもいいなと思いました。[千葉大生] 

 wish we had more time as it was an amazing experience that went so quickly! （もっ

と時間があれば良かった。プログラムは本当に素晴らしい経験で、時間があっとい

う間に過ぎてしまった。）[留学生] 

  

 昨年度に引き続き、プロセス評価としては今年度の数値目標を全て達成し、メタバースの

利用やフィールドにおける学習プログラムも概ね計画通り達成できたと言える。複数の国

からの学生が参加することにより、多種多様な立場から意見交換ができた点を評価した意

見が見られた。その一方で、改善を検討すべき点としてイギリスでの現地交流など学生との

交流が比較的少なくなってしまったグループでは、より交流できる機会を望む声があがっ

た。また、多職種連携教育プログラムとして非医療系学部からの参加を募っているにも関わ

らず、医療系学生と非医療系学生を分けられてしまっているという学生の意見も見られた。

この点は、このプログラムを運営していく中で、フィールドサイトの受け入れ先に改めて、

医療現場であっても非医療職以外の視点も考慮に入れた多職種連携教育であることを、フ

ィールドサイトと準備段階で念入りにすり合わせていく必要があると考える。引き続き、次

年度以降も数値的な目標達成とより円滑で学習効果の高いプログラム運営のために検討・

検証・改善を続けていく。 

 

3-3. 学習成果の評価 

 昨年度より連携実践能力および問題解決能力に追加して新たに本年度より Cultural 

Competency に関する項目を追加している。千葉大生 11 名、レスター大学生 3 名とシンビ

オシス国際大学生 4 名の計 18 名（男性 4 名、女性 14 名）から、BEVI には千葉大生 7 名と

シンビオシス国際大学生 7 名の計 14 名（男性 3 名、女性 11 名）から事前事後 2 時点揃っ

た回答を得た。 

 

3-3-1. 連携実践能力 

 連携実践能力は、King et al. (2016)による Interprofessional Socialization and Valuing Scale 

(ISVS-21)※１を用いて測定した（例：I have gained an enhanced awareness of roles of other 

professionals on a team.）。21 項目 1 次元から成り、0（全くあてはまらない）から 6（非常
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によくあてはまる）の 7 件法で測定する尺度である※2。本尺度の日本語版は未発表であるこ

とと、プログラムの特性上千葉大学の学生は一定の英語能力により選抜されていることか

ら、日印の学生共に英語で項目を表示し回答を求めた。 

 

  

事前事後測定の結果 

 

 本尺度の取りうる値は 0～7 である。全体平均は事前

4.39（SD = .55）、事後 5.16（SD = .28）であり、プログ

ラム全体として事前より事後の方が自己評価が見られ

た。大学毎に値を見ると、千葉大生においては事前 3.64

（SD = .81）、事後 4.77（SD = .61）、シンビオシス国際

大学生では事前 4.92（SD = .49）、事後 5.39（SD = .41）、

レスター大生では事前 4.62（SD = .88)、事後 5.33(SD=.44)となった。全ての大学におい

て、数値の上昇が確認された。プログラム開始前には千葉大生が他２大学生より低い値と

なっていたが、千葉大生の自己評価の上昇により、プログラム後にはこの差は縮まった。 

 

3-3-2. Cultural Competency 文化的能力（知識・意識・スキル） 

  Cultural Competency とは文化的能力と訳されており、ここでは 自分とは異なる民族や

集団の文化を理解し、効果的に交流したり文化を考慮した医療やケアを提供したりする能

力 と 捉 え る 。  Domenech et al. (2022) に よ る Development of the awareness, skills, 

knowledge: General (ASK-G) scale を用いて測定した。これは信頼性と妥当性が確保された

比較的新しい尺度であり、2022 年度のトライアルプログラムの研究結果から GRIP が発達

を図る Cultural competency の 3 側面（知識・意識・スキル）をより明瞭に測定することが

必要と考えられたために追加された。いずれも著作権侵害の恐れがない。また、英語力によ

る選別を突破した学生が参加することと全ての学習活動を英語で実施するという GRIP プ

ログラムの特性上、尺度への回答も基本的には英語で実施予定であるが、妥当性と信頼性が

確認された日本語版が開発されていることから、回答者の負担軽減のため日本語による回

答も選択可能とした。 
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事前事後測定の結果 

Cultural Competency(知識、意識、スキル)の取

りうる値の範囲は 0～5 である。その尺度は確か

な信頼性を持つ 4 つの要因から測定される。そ

れは「自己への気づき」、「他者への気づき」、「主

体的な能力開発」、「知識」等の 4 項目で測定さ

れる。 全体平均は事前 3.43（SD = .33）、事後

3.87（SD = .28）となった。そのうち千葉大生に

おいては事前 3.12（SD = 1.21）、事後 3.87（SD = .94）と上昇しており、シンビオシス国

際大生においては事前 3.88（SD = .81）、事後 4.25(SD=.62) 、レスター大学では事前 3.31

（SD = 1.16）、事後 3.56(SD=1.16)となった。全ての学校で上昇がみられたが、特に千葉大

生の変化が比較的大きくなった。 

 

3-3-3. 問題解決能力 

 題解決能力は、昨年に引き続き D’ Zurilla et al. (1998)による.Social Problem-Solving 

Inventory-Revised (SPSI-R)、並びにその日本語版である佐藤ほか.(2006)を用いて測定した。

20 項目 4 次元から成り、0（全くあてはまらない）から 4（大変よくあてはまる）の 4 件法

で測定する尺度である。 (1)問題の定義と公式化、 (2)さまざまな解決法の案出、(3)意志決

定、 (4)解決法の実行と検証の各次元は 5 項目ずつの平均値で算出した。本年度より、GRIP

を通しての発達および変化が期待される側面として、合理的問題解決に加えて、ポジティブ

な問題志向、ネガティブな問題志向の 2 側面を加えて測定することとした。 

 事前事後測定の結果 

(1)問題の定義と公式化 

 

 SPSI-R の取りうる値の範囲は 0～4 である。

1 つめのサブスケールである「問題の定義と公

式化」は、「解決すべき問題を抱えている時は、

状況を分析し、どのような障害物が自分の望

みの達成を妨げているのかを明らかにしよう

とする」や「問題を解決しようとする前に、自

分の達成したい具体的な目標を設定する」等

の 5 項目で測定される。 

 全体平均は事前 3.04（SD = .21）、事後 3.29（SD = .01）。そのうち千葉大生においては事

前 2.80（SD = .14）、事後 3.29（SD = .25）、シンビオシス国際大生においては事前 3.00（SD 

= .31）、事後 3.27（SD = .10）、レスター大学では事前 3.31（SD = .33）、事後 3.56(SD=.25)

となった。 
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(2)さまざまな解決法の案出 

 SPSI-R の 2 つめのサブスケールである「さ

まざまな解決法の案出」は、「問題を解決しよ

うとしている時は、しばしば異なった解決策を

考え、それらのいくつかを組み合わせて良い解

決策を生み出そうとする」や「問題を解決しよ

うと試みる時は、できるだけ多くの違った角度

から問題に取り組む」等の 5 項目で測定され

る。 

 全体平均は事前 2.84（SD = .44）、事後 3.18（SD = .19）であり、全体として上昇がみら

れた。そのうち千葉大生は事前 2.36（SD = .49）、事後 2.95（SD = .34）。シンビオシス国際

大生は事前 3.43（SD = .16）、事後 3.20（SD = .10）、レスター大生では事前 2.72（SD = .60、

事後 3.40(SD=.25)となった。千葉大生、レスター大生ではプログラム参加前後で上昇が見ら

れ、シンビオシス国際大生には変化が見られなかった。 

 

(3)意思決定 

 

 SPSI-R の 3 つめのサブスケールである「意思

決定」は、「決断する時は、それぞれの選択肢の

直後の結果と、⾧い目で見た結果の、両方を考

慮する」や「決断する時は、選択肢を判断し、比

較するために体系化された方法を用いる」等の

5 項目で測定される。 このサブスケールの全

体平均は事前 2.78（SD = .44）、事後 3.12（SD 

= .38）であり全体としては上昇がみられた。千葉大生においては事前 2.19（SD = .34）、事

後 2.64（SD = .23）と上昇したものの、シンビオシス国際大生においては事前 3.23（SD = .48）、

事後 3.50（SD = .16）レスター大生では事前 2.92（SD = .27)、事後 3.27(SD=.25)となった。  
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(4)解決法の実行と検証 

 

 SPSI-Rの4つめのサブスケールである「解

決法の実行と検証」は、「解決策を実行した

後で、何が良くて何が悪かったのか分析する」

や「問題に対する解決策を実行した後で、状

況がどのくらい良くなっているかを、できる

だけ注意深く評価しようとする」等の 5 項目

で測定される。 

 全体平均は事前 2.63（SD = .28）、事後 3.07

（SD = .21）。そのうち千葉大生は事前 2.24（SD = .21）、事後 2.78（SD = .11）、シンビオ

シス国際大生は事前 2.89（SD = .42）、事後 3.15（SD = .20）、レスター大生では事前 2.76

（SD = .41)、事後 3.27(SD=.33)となった。 であった。どのグループも上昇が見られ、特に

千葉大生、レスター大生では 0.5 以上の上昇が確認された。 

 

(5)ポジティブな問題思考 

 

 SPSI-R の 5 つめのサブスケールである「ポ

ジティブな問題思考」は「問題を解決可   能

であると判断する」や「自分には問題を解決

する能力があると考える」などといった 、問

題に対する建設的・積極的な構え を測定す

る下位尺度であり、5 項目からなる。全体平

均は事前 2.94（SD = .21）、事後 3.24（SD 

= .01）。そのうち千葉大生は事前 2.84（SD = .12）、事後 2.89（SD = .27）、シンビオシス国

際大生は事前 3.43（SD = .13）、事後 3.30（SD = .23）、レスター大生では事前 2.56（SD = .53)、

事後 3.53(SD=.70)となった。 全体平均ではわずかに上昇となったが、その内訳は千葉大生

とシンビオシス国際大生は大きく変わらず、レスター大生の上昇が全体をけん引する形と

なった。 
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(6)ネガティブな問題思考 

 

 6 つめのサブスケールである「ネガティブ

な問題思考」では、「問題を脅威的であるとと

らえる」や「自分には問題をうまく解決する

ことができないと考える」などといった 、問

題に対す る否定的・消極的な構えを測定して

いる。10 項目から構成されている。全体平均

は事前 1.60（SD = .27）、事後 1.73（SD = .51）。

そのうち千葉大生は事前 1.57（SD = .32）、事後 1.54（SD = .27）、シンビオシス国際大生は

事前 1.94（SD = .31）、事後 2.43（SD = .23）、レスター大生では事前 1.28（SD = .58)、事

後 1.23(SD=.70)となった。千葉大生とレスター大生では大きく変化は見られなかったが、シ

ンビオシス国際大生では大きく上昇する形となった。 

 

3-3-４. BEVI を使用した Cultural Competency を含む信念および世界観 

 昨年度に引き続き BEVI（Wandschneider et al., 2015）を使用して Cultural Competency を

含む信念および世界観に関する分析を行った。BEVI は、留学プログラムの成果を定量的お

よび客観的な測定・検証を目的として開発されたツールである。日本を含む 140 カ国・8 万

件のデータを基に、異文化受容性をはじめとする個人の様々な信念･価値（Belief and Value）

を 185 の項目から統計的に算出する。留学プログラムの評価には、社会的オープン性

（Sociocultural Openness）並びに世界との共鳴 （Global Resonance）が頻用される。それ

ぞれの測定項目は非公開である。取りうる値は 0 から 100 であり、世界平均を 50 として相

対的に数値を解釈する必要がある。 一般的には各グループのプログラム前と後に採取した

データを比較し、それをもとに分析を行うが、2023 年度では事前と事後両方に回答した参

加者がごく少数であったため、千葉大生以外の国籍別のレポートを BEVI 分析にて抽出する

ことができなかった。参加者のうち千葉大生は事前の回答が一定数得ることができたため、

グループの特性として分析を行っていく。ここでは当プログラムに特に関連性のある社会

文化的オープン性と世界との共鳴についてプログラム前後の変化や世界平均と比較してい

く。 

 事前事後測定の結果  

 (1) 社会文化的オープン性（Sociocultural Openness）  

 社会文化的オープン性とは、文化、経済、教育 環境、ジェンダー、国際関係、政治の

分野におけるさまざまな行動、政策及び実践について進歩的でオープンである程度を表

すものである。測定項目は非公開であるが、「私たちは、自分たちと異なる文化を理解

しようとすべきだ」等の項目が含まれるとされている。  
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以下のグラフは、千葉大生の BEVI 結果のプログラム前後比較を表している。 BEVI の

値は統計的に有意な変化であるかどうかの検定を行うことができないが、開発者による

と 5 以上の増減が見られた場合に明確な変化があったと見なすのが一般的である。千葉

大生平均は事前 58、事後 57 でほぼ変化がなかった。世界の平均が 50 となっているた

め、世界平均と比較するとわずかに高い数値となる。つまり、参加した千葉大生は他国

の社会文化に対しては、ほぼ世界の平均と同じか、やや進歩的でオープンとなることが

うかがえる。 

 

2) 世界との共鳴（Global Resonance）  

 世界との共鳴とは、さまざまな個人、集団、言語、 文化について学ぶことや出会うこと

を努力している程度や、グローバル社会への関与を望んでいる程度を表すものである。「世

界の出来事について多くの知識を持っていることは大切だ」等の項目から測定される。  

 千葉大生の平均は事前 67、事後 57 であった。プログラム前には 67 という世界平均に比

べて高い数値でプログラムに臨んでいるが、プログラム後には 67 から 10 減少しているこ

とがわかる。ここから考えられるもこととして、異なる文化を学ぶことへの努力や関与が低

下したということは、努力が足りてないと感じた場合や、関与関心が低下したという可能性

が考えられる。  

 

 

 

以上より、学習成果の評価としては、連携実践能力と問題解決能力が統計的に上昇した点

は、当プログラムの狙いとなる活動が行えていると評価できる。全体的に数値が上昇してい

る中で、「ネガティブな問題思考」におけるシンビオシス国際大学の点数が他大学と比べて

上昇しているという点である。つまり、プログラムを始める前と後では、社会的な課題に取

り組むにあたり、ネガティブな問題思考が強くなる傾向にあったと言える。この点をさらに

個人的な回答レベルまで掘り下げてみると、回答が得られたシンビオシス国際大学生 4 人

のうち、3 人の点数が上昇していることが分かった。また、BEVI での千葉大生の分析結果
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でも世界との共鳴という項目では、プログラム前後で減少するという近しい事象が観察さ

れている。これらの結果から推測できることとして、参加者自身が思い描いていた社会課題

や多文化への適応能力を実際に体験したことで、想像と現実のギャップがこの結果として

現れた可能性がある。この変化が何に起因しているかは、非常に興味深いところであり、今

後のプログラムを運営における文化的な側面や考え方や感じ方の違いを分析する上での大

きな足掛かりとなるだろう。プログラムを通して、学生たちの考え方にどのような変化をも

たらしたかをタイムリーなインタビュー調査などで掘り下げることができれば、より精度

の高いプログラムの改善に繋がる。  

 今回の調査では回答者がシンビオシス国際大学生は 4 人と少なく、一般化できるほどの

結果が得られていないのは考慮しておく必要がある。事前と事後の両方を回答した学生は

千葉大生は 73.3%、シンビオシス国際大学生は 40％、レスター大生が 60％となる。母数が

少ないことによる一般化が難しくなる点を避けるため、回答率を上昇させるという課題は

引き続き検討していく必要がある。特に調査のための質問数が合計で約 70 問と多くなるこ

とは、学生にとって負担となってしまうことも予想できることから、プログラム内でも回答

する時間を十分に設けることや、質問項目について不明点などがすぐ聞けるように大学ス

タッフが近くにいる状態で質問調査を実施するなどといった工夫を検討していく必要があ

る。  

 

3-4 外部評価 

3-4-1. GRIP 外部評価委員会の概要 

外部有識者から評価を受けプログラムの質の向上を図るため、GRIP 推進委員会の規定を

整備し GRIP 外部評価委員会を置くことを定めている。GRIP 外部評価委員会は、日本、並

びにアメリカ等の国外の有識者を委員とし、年に 1 回開催する。2023 年度はカタールと南

アフリカより海外における IPE の有識者として新たに 2 人の外部評価委員を招待し、より

多様性のある意見を取り入れることができた。一年間のプログラム運営のプロセスおよび

学習成果を、本年次報告としてだけでなく活動実績や今後の計画を資料としてまとめ、客観

的に本プログラムを評価していただき、次年度以降のプログラム改善の基盤とする。 

2023 年度の外部評価委員会は、2023 年 6月にオンライン会議にて日本、アメリカ、イギ

リス、カタール、南アフリカを繋ぎ実施された。それぞれ、異文化感受性、国際交流プログ

ラムの評価、地域創生に精通した 6 名の外部評価委員より、プログラムの目的や問題解決

に取り組む際の各国の社会システムの捉え方等についての活発な議論が交わされた。 

 

3-4-2. 評価方法 

 GRIP 外部評価委員会による評価は、年間のプログラム運営プロセスと学習成果を包括的

に検討することを目的としている。評価の具体的な方法は以下の通りである。 
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①外部評価委員会資料の準備 

 ・年次報告書 

 ・活動実績のまとめ 

 ・フィールドワーク先や学生からのフィードバック 

 ・今後の計画 

②評価委員会の実施 

 日時：2023 年 6 月（日本語・英語で各 1 回） 

 形式：Zoom によるオンライン会議 

 評価委員：6 名の専門家（異文化感受性、国際交流プログラム評価、地域創生に精通） 

 評価委員出身国：日本、アメリカ、イギリス、カタール、南アフリカ 

③評価プロセス 

 事前資料の送付：評価委員に上記の評価資料を事前に送付 

 活動報告：評価委員会時に資料を基に活動報告を実施 

 意見交換：プログラムの運営方法、評価方法、研究活動、今後の計画について意見交換   

   を実施 

 アドバイス：評価委員からの改善提案や助言を収集 

  

3-4-3．評価結果 

 評価結果は、外部評価委員会において得られた意見やアドバイス、および委員会後に提   

出された最終評価票をまとめたものである。得られた結果は、プログラムの強み、課題と

改善点、そして全体的な進捗状況の評価として下記にまとめている。以下、各項目の詳細

を記す。 

①プログラムの強み 

外部評価委員会では、GRIP プログラムの以下の点が強みとして挙げられた。 

 学生交換プログラムの成功 

  レスター大学と千葉大学間で実施された学生交換が成功を収め、参加者から臨床経     

験と異文化体験に関する肯定的なフィードバックが得られている。この交流は学生の

専門的スキルと異文化理解を深める重要な機会となっている。 

 学際的なアプローチ 

公衆衛生やホームレス問題など、多様な分野を含む学際的な性質が参加者の学びに大

きな価値を付加している。これにより学生は多角的な視点から問題解決能力を養うこ

とができている。 

 プログラム拡大への取り組み 

カタール大学やフリーステート大学などへのプログラム拡大に向けた議論が進められ

ており、新たな MOU（大学間交流協定）の締結が計画されている。これらの取り組み

は学生交流ネットワークの拡大と多様性向上に寄与している。 
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 将来の持続可能性 

2025 年初頭にはグローバル IPE に関するシンポジウムが計画されており、将来の資金

調達についても継続的な議論が行われている。これらはプログラムの⾧期的な発展と

安定性を支える重要な要素となっている。 

  

②課題と改善点 

外部評価委員会では、以下の課題と改善点が指摘された： 

 非医療系学生の参加 

 経済学や工学など非医療系学生を臨床環境に配置することには課題があり、初期段階

では医療系学生に焦点を当てることが実用的かもしれない。これによりプログラム運

営がよりスムーズになる可能性がある。 

 MOU（大学間交流協定）の進捗 

大学間で MOU を締結するために⾧期的な交渉が求められるが、これはパートナーシッ

プの正式化と学生・情報交換の円滑に行っていくために非常に重要であり、引き続き慎

重に進めていく必要がある。 

 プログラムの評価 

 学生の感想のなかにアウトカム評価と思われる内容が含まれているので記載方法は検

討する必要がある。 

 プログラムのアウトカムは、連携実践能力や文化的能力については想定通りである一

方で、問題解決能力は通常領域特異的な能力と言われており、今回測定されている社会

問題解決能力の評定尺度で測定されるべき内容が学習／指導されていたのかが明確で

はない。学習内容を精査し評価と学習内容の整合を図る必要がある。いずれの事前事後

比較においても統計学的な検定等を含めた議論が欲しいところである。 

 プログラム拡大に向けた戦略 

プログラムの拡大には戦略的計画が必要であり、そのためには将来的な資金調達も考

慮しつつ進めていくことが重要である。持続可能な成⾧と影響力ある成果提供を目指

すべきである。   

  

③最終評価票集計結果 

外部評価委員会終了後に提出された最終評価票では、プログラム全体の進捗状況につい

て以下の結果が得られた： 

「予定を越えて進展」：1 名 

「予定どおり進展」：５名 

  

この結果より、プログラムが概ね計画通りに進行していると評価した。今後は、プログラム

の拡大を⾧期的目標に置き課題解決に取り組む。 
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Fact Sheet 

資料１ GRIP 実績 

年 学生交換数 学生交換国 展開段階 備

考 

年

次 

年度 派遣学生数 受入学生数 学生

の派

遣国 

学生

の受

入国 

PHASE STEP  

初 2022 10 名 ： 

医学部 3 名  

薬学部 1 名  

看護学部 3 名  

看護学研究院

2 名  

国際教養学部

1 名  

   

※JASSO 2022

年度海外留学

支援制度(協定

派遣)派遣学生

10 名分採択   

10 名 ： 

シンビオシス

国際大学 

学部生 8 名 

大学院生 2 名 

   

  

 ※JASSO 

2022 年度海外

留学支援制度

( 協 定 受入 ) 受

入学生 10 名分

採択   

イン

ド 

イン

ド  

1  

GRIP モデ

ル の 構 築

(2022-

2023 年中

間 評 価 ま

で)  

1  

教育、教育

ロ ジ ス テ

ィックス、

教 育 プ ロ

グ ラ ム 質

保 証 の 仕

組 み づ く

り  

シ ン バ イ

オ シ ス 大

学 で 社 会

課 題 解 決

演 習 お よ

び バ ー チ

ャ ル ワ ー

ク シ ョ ッ

プ の ト ラ

イアル  

SIU

と

の

大

学

間

協

定

締

結  

期間 2023.2.13-2.22 2023.3.1-3.9 

2 

 

 

 

 

2023 10 名： 

シンビオシス

国際大学 

工学部 3 名

（医工学 2、

都市環境 1） 

国際教養学部

3 名 

10 名： 

シンビオシス

国際大学 

デザイン専攻

3 名 

商業専攻 3 名 

看護学専攻 

4 名 

イン

ド、

英国 

イン

ド、

英国 

2 

GRIP モデ

ルの世界

普及

（2024－

2026 年中

間評価以

降） 

2 

ISL トライ

アルスタ

ート 

参加大学

プログラ

ム委員会

による管
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教育学部 1 名 

看護学部 2 名 

看護学研究科

（前）1 名 

5 名： 

レスター大学 

医学部 1 名 

工学部 2 名 

（建築 1、医

工学 1） 

法政経学部 

1 名 

看護学研究科

（前）1 名 

※JASSO 2023

年度海外留学

支援制度(協定

派遣)派遣学生

15 名分採択 

5 名： 

レスター大学 

医学専攻 3 名 

助産専攻 2 名 

 

※JASSO 2023

年度海外留学

支援制度(協定

受入)受入学生

15 名分採択   

 

 

 

理と学修

の質保証

を本格稼

働 

副専攻

GRIP プロ

グラム完

成、他大

学に参加

呼びかけ

の準備 

資料２ 受け入れプログラム実績 

レスター大学（University of Leicester）受入 

プログラム期間：2024 年 3 月 1 日～3 月 8 日 

渡航期間：2024 年 2 月 28 日～3 月 10 日 

学部生 5 名（医学専攻 3 名、助産専攻 2 名） 

 

シンビオシス国際大学（Symbiosis International (Deemed University) )受入 

プログラム期間：2024 年 3 月 1 日～3 月 8 日 

渡航期間：2024 年 2 月 29 日～3 月 9 日 

学部生 10 名（デザイン専攻 3 名、商業専攻 3 名、看護学専攻 4 名） 

 

※JASSO 2023 年度海外留学支援制度(協定受入)受入学生 15 名分採択  

資料３ 派遣プログラム実績 

レスター大学（University of Leicester）派遣 

プログラム期間：2024 年 2 月 12 日～2 月 21 日 
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渡航期間：2024 年 2 月 10 日～2 月 23 日 

医学部 1 名、工学部（建築 1、医工学 1）2 名、法政経学部 1 名、看護学研究科（前）1 名 

 

シンビオシス国際大学（Symbiosis International (Deemed University)）派遣 

プログラム期間：2024 年 2 月 14 日～2 月 21 日 

渡航期間：2024 年 2 月 13 日～2 月 23 日 

工学部（医工学 2，都市環境 1）3 名、国際教養学部 3 名、教育学部 1 名、看護学部 2 名、

看護学研究科（前）1 名 

 

※JASSO 2023 年度海外留学支援制度(協定派遣)派遣学生 15 名分採択   

 

資料４ 教員交流実績 

1．シンビオシス国際大学（インド）2023 年 6 月 19 日～6 月 24 日 

G20 関連のカンファレンスに参加し、インドにおける高等教育状況を把握 

シンビオシス国際大学を拠点とした現地演習プログラム構築のための現地視察及び現地

教員と打ち合わせ 

シンビオシス国際大学：Dr. Anita Patankar、Ms. Swati Sahasrabudhe、 Dr. Sonopant G Joshi、 

Ms. Bhakti Padhye, Prof. Lelith Daniel 

千葉大学：野崎章子、佐伯昌俊 

  

2．レスター大学（イギリス）2023 年 9 月 11 日～9 月 12 日 

レスター大学とアライアンス、GRIP プログラム実施のための現地視察及び打ち合わせ 

レスター大学：Prof. Elizabeth Anderson、 Dr. Anil Sood、Ms. Nicole Bergman、Mr. Steve 

Malcherczyk、Ms. Maria Keering  

千葉大学：野崎章子、飯田貴映子、山内かづ代 

 

3. カタール大学（ドーハ） 2023 年 11 月 5 日～11 月 9 日 

 ATBH Ⅺ（All Together Better Health Conference: The 11th International Conference on 

Interprofessional Practice and Education）にて評価研究成果発表 

 GRIP プログラム及びグローバル IPE について、レスター大学、カタール大学、フリース

テート大学（南アフリカ）教員と打ち合わせ 

レスター大学：Prof. Elizabeth Anderson  

カタール大学：Prof. Alla El-Awaisi 

フリーステート大学：Prof. Champion Nyoni 

千葉大学：酒井郁子、天井響子  
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4. モナシュ大学（オーストラリア）2023 年 11 月 10 日～11 月 11 日 

 2024 年度より学生派遣予定の GRIP プログラム実施のための現地視察及び現地教員と打

ち合わせ 

モナシュ大学：Dr. Fiona Kent、Dr. Jo Colvin、Dr. Kaori Shimoinaba 

千葉大学：野崎章子、飯田貴映子、天井響子、マスグレイブ武田美果 
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資料５ 研究計画書 
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資料６ 学習の進め方 
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4) Appendix 4.  Final presentation template  
This template is available for download from Google classroom as PowerPoint or Google Slides 

  

1. Basic inform ation

• The date and the field you visited

• What you did in there

Please add slides and topics, merge or remove slides as needed.

T itle  your presentation

Add the name of your team

List your team members

Add the date of the presentation

2. Com m unity  assessm ent
• List the assessment items

e.g., Houses an d stre ets, Ope n spaces and  vacant lots,  Boundary, Gathe ring  o f people an d place, Traffic conditions and 
pub lic transp ort,  Social serv ice  agency, M edical facility, Shop/stree t stall, People and anima ls walking in the  streets, 
V itality of the  district a nd self-governme nt of residents, Regional characteristics a nd local co lor, Faith and rel ig ion , 
M easures of people’s health, Politics, M edia and p ublications, O ther points to state/Pictures (add de pending on your 
activity), M edia and publications, O ther points to state/Pictures (add depen ding on your activity) 

Please add slides and topics, merge or remove slides as needed.

3. Problem  assessm ent
• Social problem (s) of the field

Please add slides and topics, merge or remove slides as needed.

• Current problem -solving activity

• Current measures and indicators of effectiveness (if applicable)

4. Problem  solving
Please add slides and topics, merge or remove slides as needed.

4. Problem  solving

• Rem aining problem and possible solution(s)

Please add slides and topics, merge or remove slides as needed.

5. Team  reflection

• List topic(s) e.g., w hat went well and w hy etc.

Please add slides and topics, merge or remove slides as needed.

6. Changes in cu ltural com petency

• In this slide, each student briefly describes any changes or 
observations in their cultural competence or cultural humility.

Please add slides and topics, merge or remove slides as needed.

7. Sum m ary
• Sum marize the m ain points you learned.
• Briefly explain how you will utilize w hat you learned in the future.

Please add slides and topics, merge or remove slides as needed.
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2023 年度 GRIP 実施・協力者一覧（敬称略） 

 

GRIP 推進委員※「*」は GRIP 推進室員 

看護学研究院：酒井郁子、井出成美、石橋みゆき、池崎澄江、*野崎章子、飯田貴映子、 

カズノブダビッド、仲井あや、*天井響子、下井俊典、孫佳茹 

医学研究院：伊藤彰一、山内かづ代、鋪野紀好、笠井大 

薬学研究院：上原知也、関根祐子、石川雅之 

医学部附属病院：朝比奈真由美 

フロンティア医工学センター：平田慎之介 

園芸学研究院：岩崎寛 

  

受入プログラム  

特定非営利活動法人山友会 油井 和徳、城北労働・福祉センター 志村昌孝、訪問看護ス

テーションコスモス 山下眞実子、鵜澤喜恵子  

千葉大学医学部附属病院 菊田直美、新井加代子、森内 加奈恵、千葉 均 

社会福祉法人 りべるたす 伊藤佳世子、NPO 団体法人 市川てらこや 松丸陽輔 

NPO 法人 ちば地域再生リサーチ 陶守奈津子、一般社団法人 Neighborhood Care 吉江

悟、東千葉地区 和・輪・環の会 村井早苗、セーフティネットリンケージ 塩澤卓巳 

（株）エス・ジー・エス 肥田木孝、中路良恵、若尾美津穂 

（株）JTB 千葉支店 山本重高、塩谷十方美 

 

 

派遣プログラム 

レスター大学 Liz Anderson、Dr Andy Ward、Steve Malcherczyk、Dr Bharathy Kumaravel  

Nicole Bergman 

シンビオシス国際大学 SCIE  Bhakti Padhye、SCOPE Dr. Lelith Daniel 

（株）エス・ジー・エス Kshipra Potdar 

（株）JTB 千葉支店 山本重高 塩谷十方美 

 


